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はしがき

1.研究目的

中国南北の国境地域には多くの民族集団が居住している。多くの場合、国境線をはさんで中国およ

び中国と隣接する諸国に同一あるいは同系の民族が居住している。多国間に跨って同じ民族集団が住

む場合、中国ではその民族を「跨境民族J i跨国民族」などと呼ぶが、中央政府の側からの政治的

な色彩を帯びがちである。本研究は第三者的立場から極力客観的な姿勢で研究しようとするもので、あ

る。

中国の南北国境地域において、「跨境民族」を主な担い手とする人々の国境を越える移動が急増し

ている。国境のもつ境界としての意味は相対化され、中国と周辺諸国とのボーダーレス化が急速に進

んでいる。ボーダーレス化はさらに文化・社会・経済の再編を促している。このような状況において「跨

境民族」が人・物資・情報・技術などの多方面において多様な動きをともなう社会的なネットワーク

を構築しており、そのネットワークが東アジア諸民族の文化、生活に大きな影響を及ぼしている。

本研究は、国境にまたがって居住する多種多様な民族に焦点を当て、中国の国境地域を中心とす

る東アジア地域における多民族のネットワーク構築の実態とそれら民族の文化の動態を解明するもの

である。

研究の成果は本報告書の各報告を参照されたいが、大きく分類して次の諸事項が検討の中心とな

る。

( i )そもそも、諸民族が国境という人為的な境界を跨いで異なる国民国家に分布するようになったの

は、東アジアにおける近現代の歴史と無関係ではない。国境地域の民族集団をめぐる歴史的プ

ロセスを検討する。

(ii)国境地域において諸民族の移動が頻繁に行われてきた。移動はときに国境を越えて行われた。

そこで中国の国境地域の諸民族の移動と民族問の交流について検討する。移動がどのように行

われ、民族の生活 文化、アイデンテイティにどのような影響を及ぼしているのか、また、交流

には通婚、経済、文化、宗教的活動など多様な側面があるが、それらの実態を検討する。諸

民族と特定の地域や国家との政治経済的関係も背景として重要である。

(iii )国境地域における諸民族のネットワーク構築について検討を行う。ネットワークの実態とその多

様性、民族の生活、社会、文化、アイデンティティとの関わり、地域や国家との政治経済的関

係との関わり、ネットワーク構築の背景にあるボーダーレス化の進行の実態などが焦点となる。

(iv)グローパリゼーションが進む現代において、移動や交流が遠距離に及び、民族のコミュニティが

遠隔地に形成され、遠距離ネットワークが構築される動きが見られる。それら遠隔地・遠距離

のコミュニテイ、ネットワークについて、現地住民との関係、故郷との関係に留意して検討を行う。

なお、中国の国境地域といっても、北部と南部とでは自然や生業・生活様式、中央との関係など

諸般にわたり環境が異なっている。国境を越える交流について南部は比較的開放的であるが北部は閉

鎖的である。また、山地民と平地民との違いもある。こうした居住地域による環境の違いにも留意する

必要がある。

本研究は以上のような諸問題に十分に配慮した総合的文化研究を目指すものである。

2.研究組織

研究代表者

塚田誠之(国立民族学博物館先端人類科学研究部・教授)
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研究分担者

大野旭(楊海英) (静岡大学人文学部・教授)

長谷川清(文教大学文学部・教授)

吉野晃(東京学芸大学教育学部・教授)

松本ますみ(敬和学園大学人文学部・教授)

武内房司(学習院大学文学部・教授)

樫永真佐夫(国立民族学博物館民族社会研究部・准教授)

3.

4.研究発表

( 1 )学会誌等

塚田誠之

「中国壮族与越南健族的民族関係与交流J Ii広西民族大学学報~ (哲学社会科学版)第29巻第

5期、 2-8頁、 2007年。

「海南島における洗夫人とその信仰をめぐる表象と変遷」塚田誠之編「民族表象のポリティクス一一

中国南部の人類学・歴史学的研究』風響社、 157-188頁、 2008年。

「広西における『改良風俗』政策について一一近現代中国における文化政策のー駒」韓敏編『革

命の実践と表象一一現代中国への人類学的アフ。ローチ』風響社、 157-182頁、 2009年。

「中国広西壮族与越南民族的交流」塚田誠之・何明編「中国辺境民族的選徒流動与文化動態』

雲南人民出版社、 1-21頁、 2009年。

塚田誠之責任編集「国境の人び、とJIi民博通信~ 126号、2-17頁、2009年、国立民族学博物館(執

筆者:塚田誠之、長谷川清、吉野晃、楊海英)。

「中国広西壮(チワン)族とベトナム・ヌン族との交流とイメージ」塚田誠之編『中国国境地域の

移動と交流-近現代中国の南と北一』有志舎、 84-116頁、 2010年。

楊海英

「モンゴル人の日記のなかの中国文化大革命(1)J 静岡大学人文学部『人文論集~ 58-(2)、43-70

頁、 2008年。

i(少数民族虐殺は正しかった〉一一中国共産党唐山学習班班員の日記」静岡大学人文学部『ア

ジア研究~ 3、21-75頁、 2008年。

「ジェノサイドへの序曲:内モンゴルと中国文化大革命J Ii文化人類学~73(3) 、 419-453 頁、 2008 年。

「清朝時代伊克昭盟盟長ノてダラホの奏凱図一一「園開勝跡』が描くオルドス七旗」、『国立民族学

博物館研究報告~ 32巻4号、 629-657頁、 2008年。

「伊斯蘭与蒙古之間:中国内蒙古的蒙古回回 (Qotung)人」塚田誠之・何明編『中国辺境民

族的遷徒流動与文化動態』雲南人民出版社、 297-319頁、 2009年。

ii民族分裂主義者」と「中華民族」一一「中国人」とされたモンゴル人の現代史一一」塚田誠之編『中

国国境地域の移動と交流-近現代中国の南と北一』有志舎、 342-361頁、 2010年。

2 中国南北の国境地域における多民族のネットワーク栂築と文化の動態

Rights were not granted to include this image in electronic 
media. Please refer to the printed journal.

repo-register
長方形

repo-register
長方形



長谷川清

「都市のなかの民族表象一一西双版納、景洪市における「文イ七」の政治学」塚田誠之編「民族

表象のポリティクス一一中国南部の人類学・歴史学的研究』風響社、 389-418頁、 2008年。

「宗教実践とローカリティーー雲南省・徳宏地域ムンマオ(瑞麗)の事例」林行夫編『く境域>の

実践宗教一一大陸部東南アジア地域と宗教のトポロジー』京都大学学術出版会、 131-170頁、

2009年。

「宗教互動与地域性的再構成一一徳宏地区的仏教社会」塚田誠之・何明編『中国辺境民族的遷

徒流動与文化動態』雲南人民出版社、 36-69頁、 2009年。

「人の流動と民族間関係、文化的アイデ、ンティティの動態一一雲南ビルマルート、徳宏僚族の事例

一一」塚田誠之編『中国国境地域の移動と交流-近現代中国の南と北一』有志舎、 45-83頁、

2010年。

吉野晃

「繋弧神話の創造?一一タイ北部のユーミエン(ヤオ)におけるエスニック・シンボルの生成」塚田

誠之編『民族表象のポリティクス一一中国南部の人類学・歴史学的研究』風響社、299-326頁、

2008年。

吉野晃・中田友子・安達真平「民族移動の今と昔」秋道智弥(監修・編)[j論集モンスーンアジ

アの生態史 第3巻暮らしと身体の生態史』弘文堂、 127-146頁、 2008年。

百leFanctions of Chinese Literacy in the Iu Mien Society of Northern Thailand. Kashinaga 

Masao(ed.)， Written Cultures In Mainland southeast Asia (Senri Ethnological Studies 74)， 

117-127，2009. 

「ユーミエン(ヤオ)の国境を越えた分布と社会文化的変差」塚田誠之編『中国国境地域の移動

と交流-近現代中国の南と北一』有志舎、 237-258頁、 2010年。

松本ますみ

「キリスト教宣教運動と中国イスラームの近代への模索J[j中国21JJvo1.28、127-144頁、 2007年。

r<近代>の衝撃と雲南ムスリム知識人一一存在一性論の普遍思想、から近代国家規格のエスニツ
ク・アイデンティティヘJ[jシンポジウム報告書 ユーラシアと日本 境界の形成と認識一一移動

としヴ視点JJrユーラシアと日本:交流と表象」研究フ。ロジェクト、 90-101頁、 2008年。

「跨地区与跨国界的穆斯林女性群体一一雲南女子学校的宗教教育和有関女性発展的討論」塚田

誠之・何明編『中国辺境民族的遷徒流動与文化動態』雲南人民出版社、 89-112頁、 2009年。

「近代雲南ムスリムのイスラーム改革と変容するアイデンテイテイ」塚田誠之編『中国国境地域の移

動と交流-近現代中国の南と北一』有志舎、 206-236頁、 2010年。

武内房司

「雲南タイ系土司の近代化ヴイジ、ヨン一一刀安仁とその周辺」塚田誠之編『民族表象のポリティクス

一一中国南部の人類学・歴史学的研究』風響社、 189-224頁、 2008年。

「一九世紀前半、雲南南部地域における漢族移住の展開と山地民社会の変容」塚田誠之編『中国

国境地域の移動と交、流-近現代中国の南と北一』有志舎、 117-143頁、 2010年。

樫永真佐夫

「ベトナムの黒タイ村落における伝統医療の現状」板垣明美編『ヴェトナム 変化する医療と{義礼』

春風社、 28-64頁、 2008年。

「ベトナムにおける前近代ターイ民族史研究について」塚田誠之編『民族表象のポリティクス一一中

国南部の人類学・歴史学的研究』風響社、 63同88頁、 2008年。

「ベトナムにおけるターイ語表記」粛藤晃編『テクストと人文学一一知の土台を解剖する』人文書院、

229-243頁、 2009年。

The Transmission of written Geneologies and Patrilineality among the Tai Dan Kashinaga 

Masao(ed.)， Written Cultures In Mainland southeast Asia (Senri Ethnological Studies 

74)，97-116，2009. 
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(2)口頭発表

楊海英

「アルジヤイ石窟出土『ゲ、セル・ハーン物語』写本断片について」日本モンゴル学会秋季大会、

2007年 11月17日、九州大学。

松本ますみ

「国境を越えたムスリム女性教育ネットワークとイスラーム・フェミニズムの誕生」、『国際シンポジウ

ム 移動する中国ムスリム一一ヒトと知識と経済を結ぶネットワーク』、 2007年 11月25日、早

稲田大学国際会議場。

“Debates over Islamic Feminism and Empowerment in Contemporary China". Session 160: 

State-Muslim Relations in China: Three Case Studies Association for Asian Studies， Annual Meeting 

2008. April. 3-6， at Hyatt Rwgency， Atlanta GA， USA. 

“Pursuing a Different Emancipation and Development - Muslim W omen in Female Madrasa 

in China" ，Planary Session 2， New Horizons in Islamic Area Studies-Islamic Scholarship Across 

Cultures and Continents， NIHU Program Islamic Area Studies and Institute for Europe-

Asia Studies， Nov. 22-24， 2008. Malaya University， held at Hotel Nikko， Kuala Lumpur， 

Malaysia. 

武内房司

「ヴェトナム国民党と雲南一一濃越鉄路と越境するナショナリズム」東洋史研究会大会、 2008年

11月3目、京都大学文学部。

「“開発"与“封禁"一一道光時期清朝対西南地区民族政策的浅析」、「明清以来雲貴高原的環

境与社会国際学術討論会」、 2008年8月28日-30日、中国・上海、復旦大学歴史地理研

究中心。

樫永真佐夫

“Transmissions and uses of the Tai Dam chronicles ‘Quam To Muang'ぺModernitiesand 
Dynamics of Tradition in Vietnam: Anthroporogical Approaches， 2007.12.17 ，Binh Chau Resort， 

Vietnam. 

"Les usages des chroniques dans les funerailles aux villages tai -noirs， VietnamぺLesoutils de 
la pensee : etude comparative des ィィtexteωet de leurs fonctions socials， 2007.5.29， Maison des 

Sciences de l' Homme， Paris. 

(3)出版物

塚田誠之編

『民族表象のポリティクス一一中国南部の人類学・歴史学的研究』風響社、 432頁、 2008年。

『中国国境地域の移動と交流一一近現代中国の南と北』有志舎、 361頁、 2010年。

塚田誠之・何明編

『中国辺境民族的遷徒流動与文化動態』雲南人民出版社、 458頁、 2009年。

楊海英

「蒙古源流-内モンゴル自治区オルドス市柏案館所蔵の二種類の写本』風響社、 204頁、 2007年。

『モンゴル人ジ、ェノサイドに関する基礎資料(1)一一勝海清将軍の講話を中心に』風響社、911頁、

2009年。

『墓標なき草原一一内モンゴルにおける文化大革命・虐殺の記録.fl(上下)岩波書店、(上)276頁・

(下)289頁、 2009年。

松本ますみ

「近現代中国における欧米キリスト教宣教師の対ムスリム布教に関する歴史社会学的研究』科学研

究費補助金基盤研究c[課題番号:16520429J (研究代表者:松本ますみ)研究成果報告書、
181頁、 2008年。
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樫永真佐夫

『東南アジア年代記の世界一一黒タイの〈クアム・トー・ムオン~Jl風響社、 64 頁、 2007 年。

『ベトナム黒タイの祖先祭組 家霊簿と系譜認識をめぐる民族誌』風響社、 372頁、 2009年。

樫永真佐夫&カム・チョン

『黒タイ首領一族の系譜文書Jl(国立民族学博物館調査報告70)、198頁、 2007年。

5.研究集会の開催

(1) 2008年3月13日 国立民族学博物館開館30周年記念国際シンポジウム

「西南中国少数民族の文化資源の Hいまり(於:国立民族学博物館)

※民博共同研究「民族文化資源の生成と変貌一一華南地域を中心とした人類学・歴史学的研究」

(代表者武内房司)と合同。国立民族学博物館開館30周年記念特別展「深奥的中国一一少

数民族の暮らしと工芸」ブ。ロジェクトの一環として、国立民族学博物館リーダーシッフ。支援経費(研

究成果公開プログラム、機関研究推進・開拓経費)を受けて開催。

報告

①車祷(広西文物事業管理局)r背負起現代社会発展中少数民族文化保護伝承的時代責任与

義務一一中国“広西民族生態博物館1+ 10工程"実践」
コメント:塚田誠之

②呉偉峰(広西博物館)r広西博物館室外展示的特色和発展」

コメント:兼重努(滋賀医科大学)

③謝沫華(雲南民族博物館)r文化多様性的保護:雲南的探索与実践」

コメント:長谷千代子(総合地球環境学研究所)

④李黒今j賓(貴州博物館)r苗族銀飾的文化賞析」

コメント:曽士才(法政大学)

総合コメント

予紹亭(東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所外国人研究員)

周星(愛知大学)

武内房司(学習院大学)

(2) 2008年9月2日"'9月3目国際シンポジウム

「中国辺境民族的遷徒・交流和文化動態J(於:雲南大学伍馬稽人類学博物館教学楼)

<主催>:日本側:科学研究費補助金研究「中国南北の国境地域における多民族のネットワー

ク構築と文化の動態」、機構連携研究「中国南北の国境地域における人の移動と交流、および

国家政策」班、(ともに代表者:塚田誠之)、中国側:雲南大学民族研究院、雲南大学西南

辺彊少数民族研究中心。

<報告者>

日本側:塚田誠之(国立民族学博物館)、長谷川清(文教大学)、松本ますみ(敬和学園大学)、

楊海英(静岡大学)、谷口俗久(立命館大学)、片岡樹(京都大学)

中国側:手紹亭(雲南大学民族研究院)、何明(同)、張躍(同)、李志農(同)、金少搾(同)、

馬居里(同)、高志英(同)、陳学礼(同)、王国祥(雲南省社会科学院)、桑耀華(同)、秦

紅増(広西民族大学)、黄世傑(同)、越玲(雲南省委党校)

<プログラム>

9月2日

9:00-9:50 開幕式 司会:予紹亭、挨拶・問題提起:塚田誠之、何明。

10:00-12:00 第lセッション 司会:何明、報告1.塚田誠之「中国広西壮族与越南民族的交流」、

報告2.王国祥「中国克木人与中南半島克木族」、報告3.秦紅増「健胴:再現子節俗文化
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中的布{泰郷村生活探析」

14:00-16:00 第2セッション 司会:塚田誠之、報告4.谷口裕久「少数民族的媒体利用実態

与民族表象一一雲南的苗族為例」、報告5.陳学礼「中緬辺境人口流動的人類学分析一一以

西盟県大馬散為例」

16: 10-16:50 第3セッション 司会:張躍、報告6.楊海英「伊斯蘭与蒙古之間:中国内蒙

、古的蒙古田回 (Qotung)人」、報告7.金少葎 If.泰族村寮生計・生活方式変遷的調査研究

一一西双版納勧隣県動命鎮城子村的田野個案」

9月3日

8:30-10:30 第4セッション 司会:楊海英、報告8.松本真澄(ますみ) I雲南女子学校的宗

教教育和有関女性的発展的討論一一跨地区・国界的雲南穆斯林女性群体」、報告9.桑耀華「克

命族一一罷毘明的融合体」、報告 10.黄世傑「交1a上政治史上五種図式」

10:40-12:00 第5セッション 司会:李志農、報告 11.長谷川清「宗教互動与地域性的再構

成一一徳宏地区的仏教社会」、報告 12.高志英「“蔵葬走廊"西端中緬北界保傑族的遷及文

化変遷研究一一兼論跨界民族的民族認同和国家認同特点」

14:00-16:00 第6セッション 司会:長谷川清、報告 13 片岡樹「基督教与跨境民族一一泰

国投枯族的族群認、同」、報告 14. 馬居里「広山景頗族基督教信仰」、報告 15.越玲「恰尼

/阿一骨社区文化的特殊性」

16:15-17:00 閉幕式 司会:何明、 総括:手紹亭、閉幕挨拶塚田誠之、張躍

(3) 2009年 12月12日国際シンポジウム

「中国南北の国境地域における諸民族の交流と文化の動態J(於国立民族学博物館)

※機構連携研究「中国南北の国境地域における人の移動と交流、および国家政策」と合同開催

報告

①何明(雲南大学) I文化認同・理性選択与民族国家一一中越・中緬僚泰辺民跨国婚姻的調

査与分析」

②僧格(西北民族大学) I遷入到定居・定居到遷出・回流到定居」

③屡国一(広西師範大学) I中越辺境的伏波廟会与“馬留人"」
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グローバリゼーションと

新しいムスリム・ネットワークの形成
漸江省義烏市における移民を中心に

松本ますみ(敬和学園大学)

はじめに

所江省金華市義烏市は、貿易商社や卸売問屋が軒を並べる商業都市である。 2000年以降、急速

な発展をとげつつある。日本では 100円ショッフ。の故郷として知られている。このような都市の先輩格

には、上海、深ガ!I、広州、|などが知られているが、義烏の特徴として挙げられるのが、比較的遅い時

期から始まり、急速な発展を遂げていること、中東やマグレズノ号キスタンといったムスリム地域向け

の商品を取り扱う貿易商社、仲介業、運送業者が多いことである。中東やパキスタン、北アフリカといっ

たアラビア語・イスラーム圏からのバイヤーも多く、街を歩けばすぐに一見してそれと分かる豊かな髭

を蓄えた中東商人、パキスタン商人、マグレブ商人、アフリカ商人などを頻繁に見かける。そしてこの

ような商人をアシストするアラビア語通訳や通商貿易業務を担う中国ムスリム(多くは回族)が中国各

地から集まって来ている。

中国各地から「跨界」して義烏に来た彼ら/彼女らは、世界中から集まるムスリム商人を相手に比

較的高い収入(月 2，000元以上)を得ると共にムスリム意識を高め、宗教活動も積極的に行なってい

る。その中には、会社を興して成功し、義烏に定住し住宅を購入するものも多い。彼ら/彼女らの多

くは、中阿学校、イスラーム教経学院やイスラーム学校などアラビア語を宗教言語として習得する宗教

学校の卒業生である。イスラーム圏の大学への海外留学経験者も多い。その一方で宗教教育は未経

験のまま普通の中国の大学を卒業しているものや、初中卒・高中卒のものもまたある一定の割合でいる。

もともと宗教とは無縁な生活を送っていたが、義烏に移住して後、ムスリム意識に目覚めたものも多い。

本論では、 2007年 12月と 2009年 12月のフィールドワークに基づ、いて義烏のムスリム・ネットワー

クの動態を概観するとともに、グローパリゼーションの進展とともに強まる彼ら/彼女らの宗教意識とム

スリム意識の高まり、さらにはそれと相反するような拝金主義の方向性に対して、ムスリムたちがどのよ

うに悩み、解決をしようとしているのかについて考察をすることにする。

1 .先行研究

義烏については、急成長する新興卸売市場都市として日本でも経営学の観点から注目されるように

なってきた〔寺島 2007、坂本・山田2008、徳田2009J。これら論文や書籍は新たなビジネスチャ

ンスを生む活気溢れる義烏の現在と、それを可能にした世界経済と中国経済の現況、安い労働力と

いう競争力、さらには日本の中小企業へのイノベーションの提言が取り上げている。しかし、いかんせ

ん「走馬看花」的なリサーチに過ぎ式なぜ義烏がこのような急速な成長を遂げることが出来たのか、

低価格以外に外国人バイヤーを惹きつける魅力は何か、なぜムスリム諸国の駐在者が多いのか、に

関する分析は残念ながらされていない。「日本はどうなる」としhうことに関心をもっ日本の経営学研究

者にとってムスリム・ネットワークは興味の範鴎外ということであろうか。

日本人研究者で義烏のムスリム・ネットワークに注目しているのは少なく、わずかに新保 (2008、

2009a， 2009bJと松本 (2009Jさらには新保 (2009bJの所収の筆者と新保敦子による義烏出稼ぎ

ムスリム女性インタビュー、加えて、以下にあげる中国語論文に基づいた高橋健太郎 (2009Jの紹

介文のみである。新保と筆者の論文は、 2007年 12月末の義烏における共同フィールドワークに基づ

グ口ーバリゼーションと新しいムスリム・ネットワークの形成 9 



く。その一方で、、欧米では、 Simpfendorfer[2009 Jが、中国と中東の「蜜月」経済関係をとりあ吠

とりわけ義烏のムスリム通訳という現象に注目し、世界言語は英語だけでなく、アラビア語もありうる、

と喝破している

義烏のムスリム・ネットワークに関しては、中国のメディアや回族学界で最近にわかに注目され、大

きく取り上げられるようになった。代表的なのが郭 [2007J・金 [2009J・馬強 [2009Jである。ま

た論文とは異なるが、 2008年9月10日には 社長の の活動を特集

したCCTV2特集『穆斯林訳使』が放映された。義烏以外では馬強 [2006、2007J、白・陳 [2007J

による流動するムスリム人口の分析がある。

2. i小商品城」義鳥の概況

義烏はj折江省の中ほど、上海南駅からだと特急で3時間あまり、 CHRだと 2時間少しの位置にあ

る県級市である。杭州空港からだと、リムジンパスで、高速道路を通って約 1時間半で、市中心のパスター

ミナルに到着する。街の真ん中を桐江が流れ、川にそって街が発達している。高層ビルもホテルや商

業ビルを中心に何本も立っている。面積は 1，105平方キロメートル。 2005年統計で人口は 160万人

あまりであるが、その中で義烏に戸籍を持つものは68万人。すなわち、外来人口が外国人や中国人

を含めて約 100万人いるという国際的移民都市である。 j折江省は中国の中で、も一番豊かな省の一つ

であるが、その中で、も小商品城として差別化をはかり、急速な発展を遂げている。

2009年発表の「中国百強県排名(ランキング)Jによると、第8位にランクインし、競争力等級はA級、

県域相対富裕程度はA+，科学発展環境はA+級となっている。漸江省の県級の都市の中では、第3

位となっている(1)。

2009年9月30日の『漸江日報』の記事によると、2009年8月の 1カ月だけで、義烏の小商品(雑貨)

の輸出量は4.8万コンテナにのぼり、 1月から 8月までの聞に、 290億元の売り上げがあった。前年

比12.1%の増加である。義烏市場経営面積は400万平方メートルにのぼり、庄舗・ブースをもっ業

者は6.2万軒、 170万種以上の商品を扱っている。一人1分間各ブースに立ち寄るとして、一日 8時

間、全部のブースを見て廻るには4ヵ月、 6分間立ち寄ると、 2年かかるという途方もない計算となる。

義烏から出された商品は全世界の215カ国と地区に輸出され、輸出依存度は65%以上となっている。

100以上の国家と地区から 13，000人以上の外国商人が義烏に駐在している。かつての合言葉は「中

国国内製品すべての売買」で、あったが、昨今はあらたな物流の中心とすべく「世界全商品の売買」を

合言葉に、物流・金融・旅行の中心地とすべくあらたな発展を遂げている (2)0 2006年時点で義烏

に駐在事務所が一番多いのはパキスタンで、事務所数が238である。続いて、香港99、アラブ首

長国連邦40、アフガニスタン24などで、日本はアメリカと並んで 11と少ない〔坂本・山田 2008 : 

36J。

2008年9月のリーマンショックを契機とする世界同時不況の影響はあまりない、だからいつも道路

が渋滞している、とは中国側経営当事者の弁である (3)。

小商品とは一言でいえば、人間の日常生活に必要なありとあらゆるもの、といったらいいだろうか?

靴、鞄、生地、洋服、帽子、手袋、靴下、文房具、めがね、トイレタリー、ペット用品、造花、工芸品、

小物、アクセサリ一、玩具、電卓、双眼鏡、金物、食器、什器、工具シャンデリア、フ。ラスチック製品、

ラッピング用品、スポーツ・レジャー用品、パーティー用品などなど、とてもここでは書ききれないよう

な彪大なアイテムをそろえている。日本では 100円ショッフ。のみならずLホームセンターや「ドンキホー

テ」が揃えているようなもの、としhえば想像がつくだろうか。義烏は街全体が巨大な見本市のような様
7-ティエンシーチャン

相を呈している。中でも有名なのが、福田市場(中国義烏国際商貿城)で、 1区、 2区、 3区と工

事が完成し、全長7キロという世界最大の卸売市場である。 2009年末訪問時は4区を建設中で、あっ

た。福田市場では平均6畳ぐらいの大きさのブースが36，000以上整然と並んでいる。あまりの広大さに、

廊下の向こうが霞んで見えないほどである。

ただ、2年前(2007年 12月末)に訪れた時よりも2区が閑散として見えたのは、やはりリーマンショッ

クの影響であるという。案内してくれた岡市で商社の支届長をする によると、 1区(アクセサリー
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など)は中国圏内向け商品も扱い、まだ圏内バイヤーが多いのだ、が、2区(金物など)は全て輸出用で、

海外の不況の影響で商人が出張することすら難しくなっているのが原因だ、そうだ。 2007年は一番賑や

かで、いい時だ、った、という 斌氏談である。ただ、輸出量が減っていないことから見ても、在義

烏の商社がメールやファックスで注文を受けて、相手方に輸出するという形式は変わらないことが分か

る。

義烏があまり日本で知られていないのは、日本向けの高品質のものを主力商品として扱っていないこ

とが大きいからであろう。広大な福岡市場を半日見回っても日本の「主婦」感覚の筆者にぴんとくる

欲しい商品はあまりなかった。

筆者は2009年 11月半ばにイランを訪問する機会に恵まれたが、テヘランの由緒ある大ノてザールで

は、まさに福田市場に並べられているような、高品質で、はないが低価格の雑多な中国商品が溢れかえっ

ていた。イランは2009年時点、で核疑惑が原因で国際的経済制裁にあい、国際取引が停止し、困窮

の極みにあった。ひどいインフレが進み、高校教師の給与が月 20ドlレで、あるともきいた。発展途上国

向けの生活必需品・生活便利品、といった形容がぴったりする義烏の扱い商品は、だからこそ湾岸

諸国を除いて発展途上国が多いイスラーム地域出身ノてイヤーの心をくすぐるのであろう。

義烏の「最」に関しては、中国人がもっとも頻繁に使う検索エンジン「百度」の「百度百科」に

次のようなものが挙げられている (4)。

1 )全国最大の内陸港で、年の輸出コンテナ量は40万箱

2)商品アイテムが世界一多い都市

3) 2005年、フォープス誌の選ぶ、中国大陸最高の商業都市

4)全国で最も現金(キャッシュ)が頻繁に使われる県級市。 1日に漸江で使われる現金の3分の l

が義烏で流通している

5)全国トッフ。の県級市貿易都市

6)全国で、もっとも進んだ、ハイテク鉄道駅 (2006年運用開始)

7)全国で、外国人経営商社がもっとも多い県級市

8)全国唯一、外国籍商人にビザを発給する県級市

9)全国で唯一、外国籍住民が最終審権をもっ県級市

10)全国唯一外国人に人民代表大会に参加する権利を与えている都市

11)中東地区が中国で設立している最大の貿易交易地

12)淑江で最も開発が未完成の商業都市

13)全国最先端の「クルマの時代」に突入した都市

以上挙げた「最」のすべてが本論と関わっている。インタビューした中国ムスリム、外国ムスリム会

社経営者は異口同音に、「義烏ほど商売のしやすいところはない」という。特に、外国系貿易会社は

簡単に会社設立ができる。これは、寧波などに物資を送り出す集積地を内陸部に作るという政府の政

策に沿っているのだという (5)。自由に商売を発展させるとし=う意味においては、義烏は一種の「外国

貿易経済特区Jとなっているといっても過言で、はない。

3.義烏のイスラームの概況と礼拝の場

上の「最」にも挙げたように、他の国際商業都市に比べて、義烏には中東商人が多い。それは、

ムスリムが多いというこの街の性格を形作る。ムスリムは外国人と中国人合計で約2万人、そのうち、

70%が外国人である。中東、中央アジア、アフリカ、東南アジアなどの40数カ国と地区の出身者でほ

とんどが中小の貿易商社で、ある。具体的には、パキスタン、アラブ首長国連邦、イエメン、アフガニス

タン、サウジアラビア、イラク、クウェート、ノ号レスチナ、ヨルダン、イラン、レノてノン、シリア、ヨルダン、

リビア、エジプト、アルジエリア、モーリタニア、マリ、チュニジ、ア、モロッコ、スーダン、インド、マレー

グローパリゼーションと新しいムスリム・ネットワークの形成 11 
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シアなどが多い。アラビア語圏が多いことが目に付くであろう。

外国からムスリムが来て、その通訳業務に当たるため中国内陸部からアラビア語通訳がやってきた。

その真面目な仕事ぶりと比較的低廉な労働力に魅力を感じたアラブ商人がまた口コミやインターネット

情報で義烏に集まるという相互作用が、ほんの7、8年の間に世界中のムスリムが集う街、義烏を作っ

たのだともいえる。

義烏清真大寺は、急増するムスリムの宗教的需要に応えるために、 2004年に建設された。シルク

工場を改築したものである (6)。もと工場なので、当然のことながらメッカの方向を正しく向いていない。

また、礼拝大殿とウドゥーをする場所(水房)の配置が悪く、また工場だ、ったゆえに出口が狭く、安

全上の問題があるので、いずれは新しい清真大寺を建てる予定である、とその設計青写真を義烏清

真大寺の管理委員会委員の が見せてくれた (7)。

この義烏清真大寺が作られた経緯は次のようなものである。急成長する義烏に合わせるようにムスリ

ムの数、それに礼拝場の数はうなぎ上りに増えた。 1989年には義烏のムスリムは 19人しかいなかっ

た。多く、仕事、結婚、商売で、移住してきたもので、あった。しかし、 90年代末に新彊のウイグル族と

西北の回族が商品を持ち込み商売をしはじめ、同時にパキスタン商人やアフガン商人が仕入れに来る

ようになった。当初は宿泊ホテルなどで、礼拝をしていたが、 2000年代に入札国内外のムスリムが急

増した〔郭2007Jo2000年には、 260人のムスリムが居住し、 2001年にはイスラーム臨時活動所

が紅楼賓館の中に作られた。市政府は中国イスラーム教協会を通じて中国イスラーム教経学院出身の
アホン

阿旬(宗教指導者)を招聴し、活動場所の責任者とした。 2002年には、春の交易大会期間中、金

曜礼拝参加者が500人を超え、このホテル内の礼拝場が手狭になったので、市政府はこれを重視し

別のビルの2階に移した。 2003年には、交易大会や博覧会の期間中、金曜礼拝参加者は 1，500人

以上、翌年には 2，000人以上となって、道路にまで、礼拝の人が溢れかえった (8)。

現在の義烏清真大寺は面積20ムー(約 13，330平米)、大殿の面積は 3，000平米という大きなも

のである。 2007年4月の金曜礼拝には約7，000人が参加した (9)。建設費は政府からの 100万元の

醸金と地元の人の募金 100万元で賄った。これは中国で最初のケースである。政府が酸金したのは、

海外に中国の宗教政策の「よさ」を宣伝する、という意味合いも込められているのだ、ろう、という話で

あった (11)。

その他、各ムスリム・コミュニティに住まう人々のために、 20近くの宗教活動点(礼拝点)が市内

各地に散在し、閉鎖されたかと思えばまた新たに開設され、まさに流動している〔馬強 2009J。それ

ら宗教活動点は新しくやって来たムスリムに仮の宿を提供したり、アラビア語を教えたり、商売や業務

について教えたりと便宜を図る場でもある。ただ、中国社会科学院が調査にはいって結果を発表したら、

「政府が弾圧し、宗教活動点の数が減った。夜に人がたくさん集まるのはよくないという理由からだが、

明らかに政府が宗教活動をコントロールしているJ(12)ということだ。いくら自由な義烏でも過熱する宗

教活動はやはり政府の眼中の釘、ということがいえようか。

4.中国籍のムスリムと外国籍ムスリム

4.1各地各国のムスリム

中国のムスリムは寧夏 (2，000-3，000人、 5，000人という説も)、河南(約 1，000人)、雲南、青海、

新彊出身者が多いが、その他、安徽、遼寧、山東、山西、陳西、新彊、内蒙古出身者もいる。エ

スニシティは、回族、ウイグル族が多い。また、外国人ムスリムや中国ムスリムと結婚し改宗した「新

ムスリマ」や、イスラームに自分で、興味をもって改宗した「新ムスリム」もまた増えている。彼ら/彼女

らの「民族」は漢族で、あったり、満族で、あったりする。

このように国際結婚が多いのも、この街の特徴の一つである。 2007年と 2009年の調査では、シリ

ア人の夫を持つ「新ムスリマ」、スーダン人の夫をもっ「新ムスリマ」、イエメン人の夫をもっ「回族」

女性、ヨルダン国籍のパレスチナ人を夫にもつ「回族」女性と面談することができた。外国人ムスリム

は新「蕃客」として、現代の「蕃坊」たる中級-高級マンションに住み、多く商社を経営して、かな

りよい生活をしている。スーダン人のハサンさんやパレスチナ人のAさんは「ここは戦争がなくて、ま
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たイスラームや外国人に対する偏見も少なく、安心して定住できる。本当にいい所だ」と話してくれた。

中国籍のムスリムは、多くがアラビア語通訳、通商業務、その他には服飾工場経営、レストラン経

営を行なっている。アラビア語通訳や通商業務経営者の多くは、中阿学校や清真寺(モスク)付設

のアラビア語学校の出身者である(これについては後述)。

4.2結婚・家庭

中国圏内からの出稼ぎ者には若年層が多く、結婚に関しては、職場恋愛結婚、紹介結婚、地元の

コネを使つての紹介結婚のほかに、インターネットのサイトで、チャットをして知り合い結婚した、という

例もいくつか聞いた。これは、回族は宗教上の理由で回族同士で結婚する傾向が多いにもかかわらずL

出稼ぎをしているのでなかなか適当な相手と知り合うきっかけが少ないのが原因だ。回族しか入って

来ないインターネットサイトで、チャットをして知り合うのだそうである。漢族との結婚も恋愛結婚であるこ

とにはあるが、改宗しなければならないのでお互いの両親を説得するのが面倒、という話も聞いた。

地兄で結婚して、片方を故郷に置いて来る単身赴任もまた多い。また夫婦して義烏に来て働き、子

どもは故郷の父母に預ける、というケースもまたよく聞く。子供を連れてきたところで、越境入学の学

費が高いから、という話も聞いた。

出稼ぎムスリムの年齢は子どもから 50歳代まで。最大の層が20歳代から 30歳代である。しかし、

一部には故郷から親を呼び寄せているものもいるので、中国ムスリムの上の世代は70歳代のものもい

る。

4.3出身地域でつながるムスリム

地縁・血縁で出稼ぎムスリムは繋がり、出身地域ごとにグループを作る傾向がある。

①青海出身者:西寧から来たものが多い。通訳は少なく、外国貿易会社経営者やレストラン経営

者が多い。また、服飾工場を経営しているものもいる。これは、青海出身者の国外留学が 1986年ぐ

らいと早期から始まったことに起因する。多くパキスタンなど、に留学していた。他省からの留学は 90年

代以降が多かったことに比べれば早い。それで一歩先んじた形になり、ビジネスチャンスも非常に多く、

会社を興すことも比較的容易であったという。

青海省出身者の問で学習会を組織し、毎月、 1日と 15日に集まって宗教の話や貿易業務に関わる

話を聞いて学んでいる。青海ムスリム系の商社は中小企業(約20軒)なので、このような機会をとらえ、

促進会を作って業務に関わる知識を学んで、いる(13)。

②雲南出身者:雲南省北部の昭通出身者が多い。昭通は雲南省でも回族が多い場所だが、貧し

いところで地元に働く場所がない。義烏での先輩の成功を聞いたムスリムが押し寄せる、という現象が

起きている。以前は小学校も終えていないような人が来ていたが、今では大卒も含め「優秀なものは

皆来ている」という。ただし、寧夏ほどアラビア語教育が盛んで、ないので、アラビア語を使った仕事で、

なく、英語を少し使う一般事務、服飾工場やレストラン勤務などが多い (14)。

③寧夏出身者:義烏のムスリムで一番数が多い。 2，000-3，000人。通訳業務を経て、貿易会社

を立ち上げているものも多い。呉忠は市をあげてアラビア語通訳養成に力をいれている(後述)。呉

忠出身者だけで 1，800人はし亙る (15)。その人たちだけで集まることも多い。また、寧夏出身者は最大

の集団なので、義烏のイスラーム関連事業のイニシアティブを取る場合も多い。義烏清真大寺の阿笥

の 、義烏清真寺寺管委員会主任で、義烏市政治協商委員の (平羅出身、

社長)、もと阿旬 (固原出身 社長)(Appendix 1 

参照)などが中心的人物である。

5.ハラール・レストラン(清真餐庁、清真菜館)

義烏にはエスニシティ、国籍、ジェンダ一、年齢、地域を超えたムスリムが「商業活動」のために

集まって来ており、そこでの新たな出会いの繋ぎ目がイスラームで、ムスリムとしてのアイデンティティを

確認する場がイスラーム礼拝場、アラブ諸国むけの輸出代理業務をする業者や商社であることは間違

夕、口一パリゼーションと新しいムスリム・ネットワークの形成 13 
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いない。しかし、彼ら一日に一度は必ず、立ち寄って情報交換をするところ、それがハラール・レストラン

(清真餐庁)である。

馬強 [2009Jに義烏のレストランについてまとまった記述があるので、それに従うと次の通りである。

1997年には義烏には2軒しかハラール・レストランがなかったo 1軒がウイグル族経営で、もう 1軒

が青海出身の林占福が経営する伊布投欣(イブラヒーム)餐庁である。 2001年にはまだハラール・

レストランが足りす.l~ 40人ほどの行列を並んで食べたこともあるという (16)。その後牛肉投麺庄が大量

に増えた。 2009年現在、青海出身者が義烏で、聞いている蘭州位麺屈は 150屈にも上り、ほかに新

彊、河南、雲南、甘粛、寧夏などの回族、ウイグル族の開いている小さな庄は20以上ある。また大

型レストランでは、 2001年から 2007年まで45屈が閉居したが、その内 8屈が閉庖するか、他に譲

渡された。のこったお屈のうち、外国ムスリム、あるいは中外共同経営のものが23"中国国内のム

スリム経営のものが 12屈ある。

筆者が2009年末に訪問した時は、河南出身のムスリムが経営する「伊蘭軒」というレストランもで

きていた。 10月に開屈したばかりということである。

外国人経営レストランであると、メニューもアラビア語と中国語のバイリンガルで、味付けもアラブ風、

ビデオで流れる番組はアラビア語の番組、ということで、アラブ商人はあたかも自分の国にいるように

寛ぐことができる。一方、中国ムスリム経営のレストランでは、その経営者の故郷や慣れ親しんだ地方

の味付けがされた中国風清真料理が出る。顧客は中国ムスリムが多いが、しかし、外国人ムスリムも

また来る。彼らの多くは箸が使え吠ナイフとフォークで、中国風清真料理をつつついている。いずれも

価格は中国価格で、日本価格の5分のl程度で済む。この種のレストランのウェイトレスは雲南省や河

南省出身の回族が多いということである。 氏に理由を訊くと、「寧夏や甘粛といった西北の回族の

親たちは保守的で、レストラン業務のためには絶対に娘を外に出さない。しかし、雲南や河南はその

辺が緩やかだ、から」ということで、あった。

もちろん、ムスリムは外食ばかりするわけで、なく、家でも料理をする。その需要に応えるために、ハ

ラール食料品屈も9軒あり、すべて国内のムスリムが経営している。牛、羊、鶏肉などを卸売りし小売

もしている〔馬強2009J。義烏のビジネス街に近いところにこれらレストランや卸売り屈が出屈している

のだが、羊や牛の肉を露天にぶら下げているのをみると、一瞬西北の回民街にいるかのような感覚に

とらわれる。

6.ムスリムを繋ぐメディア:ネット掲示板、ショートメール、新聞『時光』、雑誌『関注』

日々 、多くのムスリムが国内外から義烏にやってくる。多くが口コミに従ってで、ある。また、西北や雲南、

河南のアラビア語学校が就職の斡旋をしてくれるケースも多い。昨今では、通訳は稼げるからアラビア

語学校に入る、という若者も増えている。口コミの場合は、同級生、きょうだい、親戚、知り合いのム

スリムから、という場合が多い。また外国ムスリム商人の場合も、口コミやインターネット掲示板で「義

烏に行けば親切なムスリムが全部世話してくれる」との情報が伝わっているという。

例えば、筆者が宿泊した、街の中心部にある凱信賓館は、外国人ムスリムの定宿の一つであるが、

そこに行けば、チェックインの際にアラビア語の通訳がやって来て、数日間の滞在の間すべて世話して

くれる、信用第一で、編されることはない、という噂が広がっている。事実そうなので、信用が信用を

生んで、またそれが外国ムスリム商人のショートメールやインターネットのサイトを通して広がる、とい

う連鎖を生んでし唱。

義烏の中国ムスリムの情報交換の場として、インターネットの掲示板とショートメールはやはり欠かせ

ない。掲示板に関しては、中穆網の中穆社区から入る義烏社区が一番一般的なものであろう。このサ

イトを覗いてみると、例えば、「中国人はアラブのムスリムと結婚でーきるのか」というテーマについて、5，811

件の閲覧があり、 99の回答がある。また、 2009年9月24日の「義烏兄弟姉妹学習班学習通知」

には2，307件の閲覧があり、 54件の書き込みがある (2010年 1月14日現在)。この「通知」では、

義烏のムスリム向けに毎週土曜日、夜8時半から某所2階で学習班が開始される みなに伝えるよう

に、という旨が書かれている。それに呼応して、別の告知もされる。「月水金はアラビア語の初級中級

14 中国南北の国境地域における多民族のネットワーク権築と文化の動態

N



班、火木土は英語の初級と中級班を夜8時から開く、皆に伝えてくれ」と。この掲示板には学習班の

様子.を撮った写真がアッフ。ロードされたり、感想が続々と投稿されたりしており (17)、「学ぶこと」と「集

まること」への熱気と感動が閲覧するものに伝わってくる。

また、インターネットを使わないものにも、情報はショートメールで、次々と伝えられ、ネット上のコミュ

ニティが、実際の礼拝や学習のコミュニティヘ、また転職や商売の情報を伝えるコミュニティへと変化

していく。

このような現象は世界中どこでも見られるのだが、しかし、義烏の特徴は、ムスリムが持っている情

報はムスリムに伝えられ、他のエスニシティや宗教集団には流れにくい、ということであろうか。人間

関係がムスリム聞に特化している、ということが見受けられる。

さらには、コミュニティ新聞『時-光』や雑誌メディア『関注』もある (2009年 12月号で第5号)。

前者は義鳥のイスラーム情報誌である。後者は、少々「高級」知識分子むけの雑誌で、世界のイスラー

ムから中国のイスラームまで、生活、教義、諸問題批判の文章などが網羅されている。

7. 言語教育か宗教教育か/世俗教育か宗教教育か

7.1アラビア語学校の設立の目的

改革開放以来、中国のイスラーム教育は、清真寺(モスク)付設のアラビア語学校でなされてきた。

従来、男性の専用物で、あったイスラーム知識、アラビア語知識を女性にも教えるためにイスラーム女

学ができ始めたのも 80年代に入ってからで、ある。これらアラビア語学校の設立目的は何よりも宗教知

識をもっムスリムを育成することで、あった。クルアーンは預言者ムハンマドがアラビア語で啓示を受けた

神の言葉であり、宗教的儀礼はすべてアラビア語で執り行われるからである。アラビア語を知らないも

のはムスリムとして不十分であるとしヴ考え方はアラビア語を非母語とするイスラーム圏に根強い。

世俗国家でありなおかつ社会主義国家中国では、「宗教自由」が標梼されてはいるが、実際は宗

教が周縁化されていることは否めない。幹部は、宗教活動に原則参加禁止で、あるし、公立学校におけ

る女性のヴェールも原則禁止である。宗教活動点の創設やアラビア語学習班の開設も原則政府の許

可が必要だ。

また、中国ムスリムは総人口の 2%弱で、絶対的マイノリティであることは歴史的に変わらない。反

右派闘争から文革収束までの20年間、宗教教育はほぼ禁止されていた。敬慶なムスリムが改革開

放後まず始めたのが清真寺の再建と宗教学校であるアラビア語学校の創設である。宗教的人士一阿

旬ーや、慎み深く、慈悲深く、真面目で嘘をつかない敬虞な「よき人間」育成をめざした。イスラー

ムとアラビア語を知らなければ「回族」は消滅する、という意識は回族には根強い。言語は漢族と同

じで、イスラーム信仰でのみエスニック・アイデンティティが確立されるからである。特に、阿笥は、

共同体(ジャマーアト)の人々から非常に尊敬を受け、人々の精神世界の中心であり続けた。

女性のための女学も 80年代から甘粛や内蒙古で開設され、 90年代には寧夏にも広がった。当時、

男女共学や漢化を恐れたり、また貧困に苦しんだりしていた親たちが自分のむすめたちを公立小学校

に入れたがらないという現象が広くムスリムの農村地帯で見られた。そのような失学女児を受け入れ、

イスラーム的道徳とともにアラビア語と中国語を教える場所として、またお行儀見習いのための補助教

育機関として女学は存在した〔松本2001J。

いずれも民間のアラビア語学校は学費は非常に低廉か無料で、経費は地域のジャマーアトの人々の

寄附によって負担されるのが一般的で、あった。文革によって灰燈に帰したイスラーム共同体を再興し、

イスラーム振興をする、とし=うのが共通の目的で、あったからで、ある。

なお、これら民間のアラビア語学校の他に、北京、銀川、鄭州、海陽など各地にイスラーム教経

学院という公立の宗教指導者養成機関もあり、エリート校として人気が高い。

7.2アラビア語学校卒業者の経済的成功

80年代から 90年代に以上民間・公立のアラビア語学校を卒業したもの全てが阿旬や教師になっ

たわけではない。特に男性は学校時代の人的ネットワークを駆使して商売を始めるもの、イスラーム諸

グローパリゼーションと新しいムスリム・ネットワークの形成 15 



国に留学するものなどいろいろで、あった。

それが、 90年代末から沿海地方でアラビア語通訳需要が高まり、彼らの一部は広州や義烏に集ま

り、通訳業務や通商貿易業務に従事することになる。彼らの経済的成功が聞こえてくると、アラビア語

知識があるものは外国から帰国したり、前職を辞めたりして義烏に「稼ぎに」やって来ることになった。

もとより、アラビア語学校出身者は学歴が高いとはいえずL良くて高中卒止まりで、あったので、幹部は

少なかった。

最初の一陣の努力は並大抵のもので、はなかった。日本の「わらしべ長者」の物語のような「成功人士」

の語りを補遺として巻末に付けるが、いず、れも大河小説になりそうな内容である。それほど、 2007年

まで5年連続 10%を越す世界最高の経済成長率を続けてきた現代中国が激動している証拠であろう。

彼らが起業家として成功できたのは、さまざまな理由が挙げられよう。

①「回民能吃苦J:ムスリムは苦労を厭わないといわれる。そのがむしゃらな働きぶりは、日本の

1950年代から 60年代のビジネスマンを紡併とさせる。貧しく地位はもとよりなく、学歴も低く、兄弟

が比較的多い彼らは、一言でいえば、失うものがなかった。ただ、失っていけないものは二つだ、けあっ

た。イスラーム信仰とムスリムとしての尊厳で、あった。そんな彼らは故郷に未練を残さすミ簡単に「跨界」

した。その目的地は深ガ11、広州あるいは海外のシリア、レバノン、マレーシア、サウジアラビア、エジプ

ト、パキスタンなど多方面・多地域に渡っている。そして、最終的に選んだ、のが義烏で、あった。

②地縁・血縁・族縁・業縁・「教縁J: i地縁・血縁・族縁・業縁を駆使し、最初にやってきてあ

る程度成功したものが新しくやって来たものに必要最低限の生活保障と都市生活のために必要な人的

資源を紹介し就業機会を与えるJ[馬強2007: 19Jことによって、貧困にあえぐ西北から大量のアラ

ビア語人材が移り住んだ。もう一つのキーワードを付け加えるとすれば「教縁」も含まれよう。彼らは

豊かさに向かって仕事に励むことになった。それが寧夏出身者だけで3，000人を超すアラビア語人材

が活躍する素地となった。ムスリムであるということは採用の大きな条件となったし、ムスリムであると

いう自負を強めることで、イスラーム的な態度や商業習慣(信用第一、誠心誠意仕事をする、利子を

とらない)が、義烏の新興ムスリム商人の職業倫理となったことも大きい。「ムスリムは天国で、会うから」

外国人ムスリムは同じ価格であれば中国人ムスリムの会社を選ぶ、という (18)。

女性通訳は男性より数年遅れて2000年代半ばに誕生した。それ以前は女性で宗教教育を受けた

ものは多くが教師か女阿旬となったり家庭主婦になったりしたものが多かったO 女の子に「出稼ぎさせ

る/許可する」という発想は、特に寧夏では 1990年代末までなかった。

7.3行政の乗り出しとアラビア語学校の「変質」

沿海部の空前のアラビア語通訳ブームに目をつけた寧夏回族自治区の各級政府は、 2000年代に

なって寧夏「阿語翻訳及商務代理」を特色労務商標(品牌)すなわち、労務ブランドとして売りだそ

うとはじめた。特に力を入れているのが呉忠市である。

2004年に呉忠市は3つの方針を打ち出した。第一に、アラビア語通訳を義烏、広州、石獅(福建省)

に集中させ、アラビア語人材サービス管理センターや労働ステーションを作り、組織化する。第二に、

アラビア語学習経験者に外国貿易や法律の研修をして、アラビア語通訳として送り出す。第三に、市

場拡大を見据えて、外国に人材を送り出すため、パスポート発給を迅速にする、というものである。ち

なみに、 2007年 11月に河南の鄭州で開かれた「第一回全国労務商標展示交流大会」では沿海

部の大都市での呉忠籍回族アラビア語通訳による「アラビア語通訳及商務代理」が、四川のり11妹

子家政」、河南の「唐河保安」と並んで「全国優秀労務商標」と評価され金メタ守ルを獲得した(金

2009)。これは、地方独自の「特技」をもっ人たちの出稼ぎ送金をあてにした「地域おこし」フ。ロジェ

クトといったらいいだろうか。

2007年末には、呉忠だけでも 2，800人あまりが義烏、石獅、広州で、アラビア語通訳を行なったり、

代理屈、貿易商社などで働いたり起業したりしているとし寸。就職 1年で月給は2，000-3，000元、 2

年以上の経験者は5，000元から1万元までの収入となる。寧夏同心県のアラビア語人材は全県労務

輸出人口(すなわち出稼ぎ者)の4.5%に過ぎないが、年の労務収入は5.000万元以上となり、全

県の労務収入の21%を占めるようになった (19)。これに気をよくした呉忠市は、 2009年にアラビア語
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の基礎があるものに対して 2，3ヵ月の短期集中語学訓練を施し、余剰労働人口をアラビア語通訳事業

に従事させることにした。養成基地を作り学生には 50元の補助を出すという (20)0 2009年現在、中

国では大学卒業生の空前の就職難で、見つかったとしても初任給は広州の中山大学卒で 1，800元、

西安では陳西師範大学卒で 1，200元が相場とし=うことだ (21)。義烏の通訳の条件がいかによいかが分

かる。

アラビア語はカネになる、市政府の支持もある、とばかり、送り出し元の地元でも、多くの民間アラ

ビア語学校ができた。アラビア語人材育成につとめ、「卒業生の中で最高の年収は 15万元に達した」

と豪語する校長までいる。ほんの 10年前まで、極貧状態にあった同心や呉忠、で、は彼らの送金はまさに

「慈雨」で「扶貧」の切り札となっている。

送金で両親のための立派な一軒家が建ち、仕事のない弟はトラックを買い与えられ、というのを間

近にみた人々は、ほんの 10数年前まで学校に子どもをやらない、と言っていたのを撤回し、子どもの

教育に関心を持ち始めた。初中が終わったら高中へ。高中を卒業したら大学ヘ。大学費用を捻出で

きなければ、あるいは大学に受からなければ、アラビア語学校ヘ。ある親は、大卒でも最近は仕事が

ないから、だ、ったら初期費用が相対的に安く、費用対効果が高いアラビア語学校へと初中卒の子ども

を送る。早魅続きで、不作は続き、農産物の価格も抑えられている。農業に未来がないならば、より良

き生活の夢を子どもに託して、親たちも教育熱に取りつかれはじめた。

7.4宗教色がなくなったアラビア語教育?

寧夏では 80年代から90年代がアラビア語学校設立ブームで、あった。その時は、あきらかにイスラー

ム復興の色彩が強かった。主流文化である漢族の文化と考えられた価値観、たとえば「拝金主義」や

「道義的堕落」に密やかな抵抗をし、自エスニシティの自尊と宗教の存続を図るという意味合いが大

きかった。当時のアラビア語学校のカリキュラムは宗教的な内容が豊富で、あった。それら学校では敬

虞なムスリムとして子どもたち/青少年は育てられた。現在、義烏で会社経営をしている 20代後半か

ら30代後半のムスリム起業家たちはこの時期の卒業生である。

しかし、今回の調査では 2000年代以降のアラビア語通訳ブームで、アラビア語学校の教育に宗教

色が薄れてきた、との声をよく聞いた。一言でいえば、貧困から脱出し一発逆転を狙うための職業訓

練機関で、単なる語学学校になってしまっている、あるいは学生たちゃ親たちがそういう風に考えるよう

になっているということが指摘される。

たとえば、義烏の中国ムスリムの世間話の中には次のような話や噂がでてきた。

0アラビア語学校は多く 4年制だが、 3年を過ぎると誰もいなくなる。みなアラビア語習得のみが目

的だから

Oそのような風潮に怒った寧夏のある敬虞なムスリムは、通訳養成のアラビア語学校になど寄附は

しない、と突っぱねた

0欲にかられたアラビア語通訳がムスリムなのに賭博をして、一晩に何万元動かす

02009年に異郷に住んで知り合いもいなかった妻が川に投身自殺をした。惨だ、った。その夫は雲

南出身で、忙しく働くアラビア語通訳だ、った。気づいてやれなかった。彼女は4人目の妻で夫に

倫理観がない

すなわち、カネに目が舷んで、アラビア語学校本来の宗教教育と人間形成が疎かになっているとい

うのが、 80年代から 90年代にアラビア語学校を卒業して現在義烏で仕事をしている人たちの意見の

大勢を占めていた。

ただ、アラビア語学校の「世俗化」は、政府にとっては「歓迎」すべきことであろう。いくら「愛国愛教」

を標梼しているにしても、やはり党や国家よりも上の価値である神を絶対的価値と認める宗教勢力は、

世俗政治体制にとって煙たいもので、あろうからである。

たとえば、 80年代初に民間で立ち上げられ、立派な校舎までもち、卒業生を全国のアラビア語学

校の教師や阿旬として数多く送り出してきた名門校、臨夏中阿学校・臨夏中阿女校が、2007年には「臨

夏外国語学校・臨夏外国語学校分校」と改名した。中等職業学校(中専)として政府の認定を受け、

政府からの補助金を受けるのと同時に、政府によるカリキュラム支配を受けるようになった。そこには
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かつてなかった「マルクス主義」に関する科目も設けられている。これを政府による民間学校の「乗っ

取りJr管理強化」と解釈することも可能かもしれない。臨夏中阿学校・女校の中国全国イスラーム

界に対する影響の大きさからいえば、確かにこれは「大事件」で、あった。

7.5頭がいたい子女の教育

さらに、義烏に定住した30代以上のムスリムたちの頭痛の種が子女の教育問題である。学校はす

べて公立学校であり、イスラームの内容は教えられない。昼食の問題も深刻で、毎日クルマでh暖かい

ハラールの弁当を子どもが通う学校まで届けるとし瓦う親も多い。

初中になれば、外国語は英語のみ教えられ、アラビア語通訳の家でも宗教用語以外にはアラビア語

は教えられる雰囲気でない、としユうことだ、った。結局、子どもは将来中国圏内のエリート校に入れるの

が理想だが、しかし それが叶わなければ、国外のイスラーム大学進学もありうる、やはり大学は出し

ておかないと、という気持ちは強い。

グローバリゼーションの時代 英語能力は必須というのが生き馬の目を抜くビジネス界を生き抜いて

きたムスリム実業家たちの実感だ。しかし、そうするとムスリムとしての心得が教えられない、というジ

レンマをいつも彼らは抱えている。

そのようなジレンマをある程度解決する方策として運営されているのが、幼稚園である。 2009年 1

月に漸江省教育庁から関学許可を得て運営されているのが民弁(私立)幼稚園、

である。責任者は、青海省西寧市出身の 史である。

彼女は河南でアラビア語を勉強した後、義烏に2001年に来て、通訳や会社経営をしていたが、教

育が大事と 2007年に時光ムスリム幼稚園を開いたという経歴の持ち主である。しかし「ムスリム」名

称は却下され、「民族」という名称で、やっと許可された。 24カ国の子ども、中国国内各地の子どもを

7-80人預かる。学費は毎学期 2，000元で、 1年が4学期制。 1年間8，000元(日本円で 12万円)

で、かなり高額である。預かっているのはすべてムスリムの子である。武術やアラビア語も教えることによっ

て、子どもたちはイスラームの生活様式やアラビア語の基礎を学ぶという。しかし逆にいえば、イスラー

ム的雰囲気の中で学べるのは年少期の幼稚園だけ、というムスリムの親にとっては甚だ心寒い状況が

ある。

8.越境するムスリムたち:市場化の中の新しい宗教意識

新しくやって来た中国ムスリムはジェンダー 出身地域 階層 もともとの業種や学歴もまちまちであ

るが、彼ら/彼女らを結ぶのがイスラーム・ネットワークである。現在の中国ムスリムを職業によって

分類わけすると次のようになる。

1 )致富集団:アラビア語学校出身者、留学経験者で現在通商業務会社社長・重役。もともとは貧

困層出身の立志伝中の人物が多い。寧夏、青海、雲南、河南出身者が多い。(男)

2)通訳:アラビア語学校出身者。留学経験者は比較的少ない。通訳で人間関係を築き、起業して

数年で致富集団の仲間入りをするものもいる。女性で700'"800人 (2007年末)、全体で5，000

人? (男女)西北出身者が多い。寧夏出身者は義烏の通訳全体の60%以上。

3)通商業務事務員:高中卒、一部アラビア語学校卒。中国の一般大学卒も。大卒は受験勉強の

お陰で英語ができる、と考えられているので、英語が専門でなくてもかまわない。大卒は英語の

税関書類や注文を受ける時に重宝されるという。河南、雲南出身者が多い。(男女)

4)レストラン、!吉舗従業員:初中卒、高中卒、中専卒。河南、雲南出身者多い。(男女)

特に、 3)、4)に分類される人たちは、回族で、あってもイスラーム知識がもともと乏しかったケース

が多い。出身地で宗教教育を殆ど受けておらずL女性であれば蓋頭(ヴェール)もかぶったことがな
いというものも多い。豚肉を食べないだけ、名目だ、けのムスリムだ、った、と述懐する義烏ムスリムの多く

はこの職業層に属する。学校卒業後、広州や深ガ11を経て、義烏で働いている同郷者・血縁者のって
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を頼ってくるケースが多い。彼ら/彼女らはそこで、義烏独自のイスラーム・ネットワークに否応なく引

き入れられ、イスラーム信仰を確固たるものにしていくことになる。女性であれば、ヴェールをかぶると

いった外見の変化が顕著で、あるが、男女とも宗教活動点(礼拝点)に通う、講話を聴く、アラビア語

学習班に出席する、開粛節、ゴルパン節といったイードに参加する、ムスリムのための奨学金に酸金する、

といった一連の行動で、イスラーム意識が募ってしhく。

それは街全体のイスラーム的な雰囲気や社長・顧客がムスリムといった外的な理由のみならず;彼

ら/彼女らの内的な変化による所が大きい。例えば次のような事例が挙げられる。

0回族なのに、イスラームの知識がほぼゼロであることを恥かしく思うこと、あるいは前職在任中で

イスラーム的行動様式を禁じられたり、無神論を教えなければならなかったりしたこと(特に公立

学校の教師)で、違和感をもっていたこと

O故郷を離れてみて両親や祖父母の敬慶なイスラーム信仰とイスラーム的態度を思い出し、再評価

すること

O行動様式や思想まで漢化してもいいことはない、と体験的に感じるようになること

0国内外ムスリムの人々が精神面で充実しており穏やかであること、誠心誠意の精神で働いている

ことの理由に神を信仰することがあることを知ること

0人的関係が濃密なことと、信仰深い態度によってまたよい人間関係が広がること (24)

9. 女性が通訳として働くというとと:シスターフッドと工ンパワーメン卜

さて、若い女性たちが義烏で通訳として働いていると先に記した。彼女たちは多くアラビア語学校(女

学)の出身者である。女学の思想についてはすでに書いたことがある〔松本2001、松本2010近刊〕。

「将来のよき母を教育することは、一代だけでなく数世代に渉ってイスラーム知識が伝わることである。

それは来世での永遠の生命を得るために、今世で何をしなければならないのか、ということを教える女

性のための教育」、一言でいえば「賢妻良母」教育である。これは、多く中東発の現代イスラーム解

釈が導入されて理論化されたものだが、男女役割分担という伝統社会の行動規範の基礎に立ちなが

らも、保守的な親を説得して女↑生の教育を促進するためには有効な言説で、あった。

90年代まで寧夏農村では、ムスリム女性の多くは非識字・半識字者で、 15、6歳で結婚し、専業

主婦となる、というのが普通で、あった。そのような女性たちのイスラーム知識の醸成には女学は一定の

役割を果たしていた。女学修了生の一定数が新しく作られた女学の教師になっていった。教師(ウスター

ス、女阿旬とも通称で呼ばれる)は、共同体で尊敬されると同時に、外で働くことで一定の収入を得

ることでやりがいを強く感じていた (25)。

時代は大きく変わり、女学の学生の多くは通訳になること選ぶ。では、現代のアラビア語学校はム

スリム女性たちにどのような変化をもたらしたのか?90年代に寧夏のアラビア語学校でアラビア語を教

えていた現在義烏在住の 氏(寧夏出身 1975年生まれ)は次のようにいう (26)。

「ます〈女は家にいて女の仕事をするものだ と長年思い込んでいた女性たちが学ぶことの必要性を

矢口った。生きるための知恵を学校で学んだ。これで生活や考え方に変化が生じた。女学は女性のシス

ターフッドを感じる場であり、なおかつムスリムであること、経験などが共通であるとしヴ特徴があって、

女性が主体となったイスラーム文化の創出に貢献してきたともいえる。アラビア語学校は宗教心を失っ

てしまったという批判はあるが、通訳などの出稼ぎで生活が向上したという貢献も大きい。まず生活条

件が改善された。第二に、包貼(ニエティエ:喜捨)も増えた。第三に、中途退学の子どもに教育

機会を与えた。第四に、子どもにイスラーム教育を授けることによって、大人が清真寺(モスク)に行

く、礼拝や小浄(ウドゥー)などのやり方を学ぶ、という現象も生じることになった。そういう意味では、

アラビア語学校は公立学校では決して学ぶことができない宗教心を培養する場であるということには変

わりはない。」

専業主婦と教師/アラビア語通訳には大きな差がある。職業をもつことで報酬を得て自立することの

喜びを感じるとともに多くの人と知り合う機会がある。そこでは他人に褒められ、役に立ち、必要とさ

れるという、人間が幸福を感じるための条件が揃っている。いくら中東発のイスラーム言説が「賢妻良
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母」を調っても、公立学校や社会で「男女平等原則」を肌で感じ、働く喜び、を知ってしまった彼女た

ちに、家族としか接触しない専業主婦をする、というのは既に選択肢にない。実際、「賢妻良母」を

教えていた女学の女教師たち自体が家以外の場所で働く喜びを知り それを自分たちに伝えていた先

輩たちで、あったのだから。そういう意味では、女学/アラビア語学校は女性の能動性を引き出し、自信

を与えるという意味で、は画期的な教育機関で、あった。同時に、イスラーム共同体内で女性の発言力を

強くし、女性のエンパワーメントのためには不可欠なもので、あったといえよう。

10.拝金主義でないイスラームヘ

文革の宗教弾圧の時代が終わり、 80年代から 90年代の中国イスラーム復興の時代、イスラーム

教義は拝金主義を戒め、堅実なよりよいムスリムになることを教えていた。拝金主義、市場第一主義

は漢族の価値観であると考え、それら堕落に対する抵抗としてイスラームはあった。現在はその時代に

イスラーム教育を受けた若者が義烏で起業家となり、ベンツやアウディを乗り回している。拝金主義批

判はどこにいったのか?と疑問に思うが、彼らの解釈はこうだ。

正当な商取引で、お金を儲けるのはイスラームの教えに叶っている。自分たちの会社だけ業務拡大を

して仕事を全部とってやろうというのでなく、他のムスリムの会社で仕事が少ない所に回す。また、儲

けたお金は、清真寺に寄進したり、故郷のインフラ整備に寄附したり、貧困地区の子どもの奨学金に

したりする。それによってイスラームがまた盛んになるO また、人生の 70%の時間はビジネスに使うが、

あと 30%の時間はイスラームのために使う。すなわち、世の中を良くし、善行を積むことに使う、とい

うことだ。

義烏のムスリム商社は中小企業が多い。せいぜい従業員数十人程度であるが、それは彼らの「足

るを知る」節度あるビジネス態度から生じている。外国のビジネス相手もまた小資本で、あることが多い。

実を粉にして誠心誠意、信用第一で働き、その果実を正当な報酬として受け取るだけで、強欲資本

主義とは無縁であるとしヨうのは彼らの弁である。

彼らの働きと寄附によって、故郷の村は潤っている。そしてまたアラビア語通訳へと人々の列が続い

ている。一方で、海外のイスラーム地域では、彼らが送り出した中国製品が市場を埋め尽くすこととなる。

盆士圭E
Hロロロ

本論では、 j折江省義烏に集まる中国各地出身のムスリムのネットワークと、宗教意識について、

2009年末までの状況を概観した。義烏にムスリムが集まりはじめたのが2000年である。それから 10

年足らずの聞に、ムスリムのまったく新しい移民コミュニティが誕生した。それは、中国史上未曾有の

現象である。ただし、現代中国の急速な経済発展と人口移動はどれをとっても「未曾有」といった形

容詞が当てはまるので、義烏のイスラームの状況は、その中の一部に過ぎない、という解釈もありうる

のだが。

義烏イスラームのキーワードは、グローパリゼーション化に伴う市場の急成長、中国ムスリム(回族、

ウイグル族など)と外国人ムスリムの強まるムスリム意識と、新しい宗教的コミュニティの創建というこ

とになろうか。移民と地縁・血縁・業縁に関しては、我々はすでに歴史上の例をいくつか知っている。

19世紀末から続いた広東や福建出身華僑の東南アジアへ、北米へと海を越えた動きがそうで、あった。

かつて、貧しさから一発逆転し故郷に錦を飾りたい、という思いで中国から出国したのは沿海部の人々

で、あったが、現在は陸続きにパス、列車を乗り継いで内陸部からの移民の群れは沿海部の義烏に「義

烏ドリーム」を求めて押し寄せる。そしてそのかなりの割合が「教縁」に基づいている。

教縁に基づいて中国国内外から中国のある地域に人が集まり、商業活動に従事するという現象例を

筆者は寡聞にして聞かない。中国国内外から集まったムスリムは共同作業と通婚を通してこの地に定

住し、かつて回族が形成されたような歴史を繰り返しまた新しいムスリム・エスニシティを作っていくの

だろうか?だとすれば、中国で多文化共生はもはや掛け声だけでなく現実のものとなり、そのモデルが

義烏とされる日も近いのではないか。
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義烏は「中国南北」のみならず;世界中からのムスリムのネットワークの結節点である。人が集まる

ところには情報が、ネットワークが、カネが集まる。そして、また世界への窓として情報が広がってしパ。

義烏は大規模なムスリム移民の目的地として、これからはビジネス界以外の分野においても世界の研

究者の注目の的となろう。一ついえるのは、義烏のイスラーム熱は止まらないだろう、ということだ。イ

スラーム熱が止まるということはビジネスも止まるということだからだ。その意味で、義烏は中国政府の

宗教政策と民族政策、外国人管理政策のショーウインドーにもなりうるということを付言して筆を置き

たい。
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Appendix J. 義烏ムスリム、リッチマン/ウーマンの語り

2007年と2009年の調査ではのべ40人近くの中国ムスリムと外国人ムスリムにインタビューすることができた。

年齢は一番若くて 19歳、最年長で47歳である。彼ら/彼女らは勢いのある中国経済を象徴的に物語る存在

である。それぞれ出身地、ジェンダー、年齢、経験、収入、あるいは国籍が違い、一言で彼ら/彼女たちを語

ることはできないのだが、彼ら/彼女らを結ぶものが一つあるとすればそれは「イスラーム」であることは論を侠

たない。

以下、何人かの経歴と事業の概要、それにイスラーム観を一人称の語りのまま記すことにする。

1 ) 氏 スラーム名:アンサール

(出身と経歴)

寧夏回族自治区の固原市炭山出身で1964年生まれである。家は由緒ある地主の家柄で、あった。共産党の

政権になっても一家には人望があり地元の人々に「大寄」と慕われ、打倒されたり監獄に入ったりせずに済んだ。

しかし、 1960年代末に2年続きで大早魅があり、きょうだい男5人、女4人と両親は共に食べられなくなり、

1970年に寧夏から逃亡し、蘭州を経て、最終的には新彊のイリに落ち着いた。砂漠を上の子が下の子を負ぶっ

て歩いた逃避行で、あった。身の回りのお椀ぐらいしか持っていかなかった。私はきょうだいで7番目である。

高校卒業後、 16歳になる前に改革開放が発動された。父がイマームで、子どものうち誰かを宗教の道に進
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ませたがった。父の要望に応え、地元のイリの清真寺で6ヵ月間勉強をし、アラビア語を習った。その時の師は、民国時代

の大阿旬、馬良俊の最後の弟子の 、あった。それから固原の経堂でアラビア語、宗教文化を2年学んだ。その後、

甘粛の平涼でペルシャ語を8カ月習い、同時にカラーム(神学)を学んだ。

1985年からは、銀JlIで寧夏イスラーム教協会会長の下で6カ月勉強し、86年から寧夏イスラーム教経学院で3年勉強した。

(事業の展開とイスラーム)

89年に卒業し仕事を始めた。この頃は、イスラーム教経学院卒でも幹部となることができたので90年に共産党員の地位

を獲得した。党籍はまだ、持っているので、いつでも幹部に復帰できる。卒業後はイスラーム文化交流センターで働いた。回

族幹部の数が 15%しかいなかったので、重宝がられ、 9-10年間働き、 98年に深ガ"に派遣された。深ガ"では計画経済委員

会に配属され、どこかで予算が必要になれば、お金を回すといった経済の仕事をしていた。同時に、ある会社

を通してアラブ国家との商品売買をしていた。計画経済委員会にいたお陰で政策と人脈に通じており、今までの人間関

係を利用し、商売を始めたのだ、った。深ガ"で4年仕事をしたあと、 2002年に義烏にきた。

義烏で最初会社を立ち上げた時、雇った人々は地元の農民ばかりで、使えなかった。最初から教える必要があったので、大変

だ、った。義烏の新しい住人たちは仕事熱心で、お互いに気持ちが通じる。これだけ発展したのはそれが秘訣だと思う。

2004年に起業する前に、ほかの人と一緒に仕事をやっていた。その頃は、コンテナは48個/月で、アルジエリアと合作事

業だ、った。今は 20-30個/月で、アルジエリアとチュニジアに送っている。工場や倉庫の管理など含めて9人の従業員を雇っ

ている。工場と契約して 30%を立替え、 4%の手数料をとる。通訳の経費、費用は相手持ちでこちらには負担がない。寧夏

の銀JlI白塔近くに 200平米の家を持っている。自分自身の工場は今のところないが、将来は寧夏に工場を造り、故郷を発展

させたい。寧夏の政府から、特産のクコを使った健康食品作りの工場の話を持ちかけられている。また、ムスリムによる食品

工場を作りたい。今はムスリム以外の人が食品を作っているので。 電線も作りたい。中国は労働者の費用が大変安いので。

現在とり扱っているのは1，000-3，000種類の品目で、例えば、産業用の塗料撹枠装置、重機などだ。(広州)ホンダの車

をアルジ、エリアに売ったりもしている。また、イタリア自動車会社IVECOの工場が南京にあり、そのイタリア中国合弁会社製

品、例えばエンジンなどを逆輸出したりしている。

ムスリム問の取引は問題が起こらない。イスラームの教えは死後会うということなので、現世でも裏切らなし功〉らだ。 10元

の儲けは5元5元で分け合うのが原則で、中国ムスリムはこのような独自の考え方をもっている。中国のムスリムはお金を貸

さないというのが原則で伝統である。気まずくなったり失敗したりするので。必ず;お金を持ち寄って仕事をする。儲かったら、

平等に分ける。

(子どもの教育について)

娘は高校3年生。通っている義烏第2中学校は漸江省の重点中学で、息子は 12歳(2009年時点)。子どもが清華大学や、

復E大学など有名大学に入れなかったら、マレーシアなどの学校(マレーシア国際イスラーム大学)にやりたい。ここには英語、

宗教、クルアーン、哲学、法学などの課程がある。マレーシアには中国のムスリムが多いし、周辺国のムスリムも留学して来ている。

フィリピン、インドネシア、パングラデ、シュなどからもマレーシアに来ていて、ムスリム・ネットワークが広がるから。

(中国に生きるムスリムとして)

自分たちの親の世代は、漢族への同化を恐れて、あまり教育熱心で、はなかった。しかし、中国にいる限り漢族とうまくやっ

て行く必要があると自分たちは考えている。漢族の文化を守ると同時にイスラームの文化も大事にしたい。昔ながらのものを

保存しながら、いかに西洋を取り入れるかということが近代化で、あった。全部が西洋化ではない。

第三代カリフの時代から中国にイスラームがもたらされた。 1600年代には王岱興、劉智など優秀な哲学者がでた伝統があ

る。彼らは中国文化の一部を形成している。フランシス・ベーコンは言った、民族の歴史を忘れたものは民族から仕返しをう

ける。だから民族の伝統を守らなければならない、と。中国でイスラームは抑圧されてきた。清朝でも非ムスリムの専制君主

により弾圧されてきた。今は中華民族という意識もあるが、中国文化を体現しながらも、イスラームの誇りも持ってきた。

我々中国ムスリムは差別意識や大国意識はない。自分たちのルーツは何かいつも考えている。モンゴ、ル、ウイグル、ハザク、

ペルシャ、イラン、アラブの文化が融合したのが中華文化の中の中国イスラーム文化だ。中国ムスリムは衝突ではなく、矛盾

をくぐり抜けて生き抜いてきた。これからもその特性を発揮すれば生きていける。

70%の力で仕事をし、 30%は来世への準備だ。人生は短い。今の世で善行を積むと、来世で成功するとハデ、イースに書い

である。

2) 氏 社長イスラーム名:ユースフ

(出身と経歴)

1982年 12月生まれ。河南省南陽出身。村全体ほとんどがムスリムで男寺と女寺がある。河南では農閑期にアクセサリー

加工などしていたが、運送費用が高いので、今や彼らが義烏に来て装飾品を作っている。会社を経営している人もいるし、

通訳はもっと多い。ラーメン屋も多い。河南省のムスリムで、ここに来ている人は 1，000人。寧夏より少ない。

蘭州の清真寺で7ヵ月、峡西省宝鶏で、2年半クルアーンの勉強をした。 2000年4月に蘭州、ほ離れて険西省に移り、それか

ら漸江の嘉興に来た。
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(事業の展開までのライフストーリー)

嘉興では、ムスリムのお姉さんから200元出資してもらい、ラーメン屋のおじさんから三輪車を買った。オレンジや果物を売っ

ていたが、その頃に知りあった羊の肉を買っていた商人が義烏のアラビア商人と知り合いだった。それから、飲料業者の所で

アルバイトで3-4ヵ月働いた。一番もらった時で、月 298元だ、った。仕事中転んでケガし、クピになった。それから、江西に行っ

て、保安員の仕事を数ヵ月して、それからシシカパプを売る仕事をした。

2002年8月27日に、河南アラビア語学校の生徒募集の広告をみて、シシカパプ道具の串など一式を売って、 1，000元を

手に入れ、学費にしようとした。ところが、アラビア学校にいったら募集枠が一杯で入学できず;かつて聞いた義烏のアラビ

ア商人のイエメン人を思いだして義烏に来たが、人は要らないといわれた。しかたないので、別のシリア人のところで働いた。 3.4

日でお前はいらない、とまたクビになった。

それから鹿門にいったが白米と白砂糖しか食べられないぐらい食えなかった。 1ヵ月で、義烏に戻つできたらあまりに痩せてい

たので駅で薬物中毒患者と間違えられて警察に職務質問された。生活が慶門ではあまりにも苦しかったから。夜 1時から 2

時に寝て、朝は9時から出荷を始めるという仕事で、きっかった。義烏の町で、再び、シシカパプ売りなどをしていた。シシカパプ

を売っていた時に、誰かに頭を殴られて全身血だ、らけとなった。家族を心配させてはいけないので、血を洗い流してなんとも

ないように装ったこともある。

それから貿易会社の倉庫係などをやっていた。笑える事件があった。一人の外国商人が私にコンテナの番号をメモしておい

てくれといった。30分もかけてコンテナ番号はどこに書いであるのか探し回った。ふとその外国人のノートがその辺に投げてあっ

たのを見出した。そっとそのノートをみると、トッフ。にず、っと探していた番号が書いてあった。その日が国際貿易を始めた最初だ、っ

た。 2003年6月まで、やっていた。上司とうまく行かないこともあり会社を離れた。 7月27日に という人と出会って、一緒に

貿易会社を合作でやるとし 3うことにした。

当時、 貿易のこともよく分からなかった。私は 1万元、 その甥は 16万元出資して自分でコンビュータなど

用意し、部屋を借りたが、さてどんな商売をすればいいか分からない。イエメンの会社で仕事をしていた時に、イスラームの

長砲を手に入れたことがあって、こんな長抱はどうだ、ときいてみて、それで、やり始めた。注文が来て、はじめてし000元ちょっ

と儲けた。訪問販売だったが効率が悪い。それで、サンフ。ル品や洋服のカタログを作った は人はいいが、お金の管理

はうまくできなくて、 2004年7月に 手をひくことになった。 3-40万元の資産全部を恩人の あげた。自分とし

ては経験だ、けは残った。

(イスラームと事業、人生)

ある雨が降った日に、工場-にいった。帰りに雨のため高速道路がでこぼこしていて車がスリッフ。し、交通事故が起きた。会

社を興したばかりの2004年のことである。その時に自分は「ラー・イラーハ・イッラッラー」、すなわちイスラームの清真語(シャ

ノ、ーダ)を唱えていた。南陽出身の人も含めて同乗した3人が道路に投げ出されたが、みな無傷だった。車はめちゃめちゃだ、っ

た。後続の車がきて危うく糠かれる所だ、った。後ろの車が見えてもうだ、めだ、と d思ったが直前で、止まった。これもアッラーの，思し

召しのお陰だと思う。

今まで、生活が大変だ、ったこともあったが、自分にアラーが与えた試練だ、と思っている。自分はいつも清真語を唱えている。

と興した会社を整理してから兄の会社に入った( さん 02005年、ある服飾工

場が倒産した。天津出身の経営者は各方面からお金を借りまくっては逃げた。自分も9万元貸していたので借金のカタとして

工場をもらった。機械70台、 400平方メートルの工場だ。この工場を1年間やって儲けが大きかった。そこで、技巧服飾と

いう会社を 50万元で起こした。その後香港と協力して、技巧集団という会社を作った。儲けがたくさんでたので、利益の半

分を故郷に寄付している。

河南省の故郷の村の道を直したり、モスクに 3，000元寄進をしたりした。ゴルパン節(犠牲祭:イード・ル・アドハー)

に牛を殺して皆に分け与えて振舞う習慣があるので自分もそうした。お金が儲かるようになってから、ドアー(お祈り)をいつ

もしている。何事も信心深いお蔭だと思っている。阿旬は大体2，000元(年額)の収入で、とても貧しい。弟が阿旬をして

いて貧しいので3，000元あげたりしている。

河南出身者は義烏には多いが、非ムスリムは下積みの人が多い。三輪車を使った労働者などで、、ムスリムはムスリム・ネッ

トワークを駆使して比較的いい仕事をしている。

特に、アラビア語ができる人たちは、最低賃金 1，000元で2-3，000元もざら。内地では500元がしルコところだが、ここで

は共同生活をしながらチャンスをうかがっている。友達が多く、そのネットワークを使って仕事をしている。

アラビア語を勉強していた時に、アッラーに祈っていた。後になってアッラーがこのような(富裕な)状況をくれた。アッラー

とした約束を守ったからだ。 03 年の利潤は 30 万前後だ、った。 04 年から 05 年の輸出営業額は 1 ，000 万足らず~ 06年から

去年工場と会社全体で 1，000万から 1，500万ぐらい(の営業額)である。

急速な成長の鍵は、信仰、信念、信用、信義を大事にするということだ。信仰と信用は結び、ついている。アッラーのことを疑っ

たりぐらついたりしていたら、地位も援助もない。信仰、信義、誠心誠意でアラブ人と仕事をしている。私はリベートはとらない。

この市場がもうかるとか、どうでもいい。リベートをとることはムスリムの教育で非法とされている。家族のサポートはなかった

から、すべて信仰に支えられてやってきた。ユースフとしヴ名前で悪いことをいわれるわけには行かない。

それから、もちろん、アラビア人とアラビア語でうまくコミュニケーションができることも大きい。 04年に義烏に来た兄のほう

がアラビア語はできる。兄は 04年にここにきた。兄は陳西省の宝鶏、河南のアラビア語学校をへて雲南の開遠の沙旬で、アラ

ビア語を勉強した。兄のお陰で中東からのお客さんも問題ない。
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(事業の内容)

商売は3つの部分から成り立っていて、長砲という服装を作るという製造段階、もう一つはものを集める(商社)、最後は

輸出業務である。今はアルジエリアから人が来ていて合弁会社をやっている。半々の持ち分で、やっていて自分も身が軽い。ア

ルジエリアの資源と中国の資源とをあわせて仕事をやりたいと考えている。仕事は規模がかなり大きく部門も多彩である。

(教育について)

姉は高中卒、兄は初中卒、自分も初1:j IZ~である。姉の夫はイランのイスフアハーン大学を卒業、博士E号まで、取っている。

兄は会社経営で、兄嫁は南昌理工大学で教えている。自分の安は武漢の中南民族大学(本科レベル)卒業。みな学歴が高

いが、自分は大学に行けなかった。教育にお金がかかるからだ。清華大学にやるためには3万元かかる。

河南の都州の近くには、どの山裾にもムスリム集落があって、それぞれ 1，000人ずつぐらい住んでいる。その人々をつなぐ

ムスリムのためのFMラジオ局があった。しかし、政府の圧力でそのFM局は閉鎖された。ムスリム意識が高まるのを恐れての

事だろう。回族には教育問題がある。公立学校でイスラームを勉強させないのだ。だからみな漢化を恐れている。漢化すれば、

イスラームが分からなくなるからだ。漢族にはイスラームは貧しいというイメージ、苦労の回族のイメージがある。ただ、自分

とは関係なし吃漢族は思い、イスラームのことが分かっていない。公教育だけを受けていれば、ムスリムも自分たちの伝統が

分からない。困ったことである。

3) 氏 社長

(出身と経歴)

雲南省 昭通市出身 回族。 1973年生まれ。小学校4年までしか行っていない。その頃は、小学校中退で漢字が少し

わかればいい、という考え方があった。それから、モスクの付設学校で学んだ。

2001年にレバノンでアラビア語語学留学を l年半した。ものすごくがんばって、この 1年半の問、平均睡眠時間は4時間

で、あった。同級生の中には韓国人2人、日本人 1人、その他ドイツなど諸外国から来ていたものもいた。教授言語は英語で、あっ

た。自分は小学校4年しか出ていないので、英語は ABCも分からなかったので、とても辛かった。ただ、以前モスクの付設

学校で勉強していたので、アラビア語の基礎は分かつており、その点は有利で、あった。当時中国人は自分一人で、あった。 03

年に戻って来て、広州に行った。そこで、会社を興し、支!苫をI-l-lすため今義烏にいる。

レバノンで勉強した時に、早朝から午後 l時までみっちり勉強した。アラビア人は怠けもので、朝は遅いが、自分たち学生はきっ

ちり勉強した。宗教を極めるために留学したのだから、ビジネスとは直接関係がないと考えていた。

(事業について)

取引先はレバノン、レバノン系アラビア人、スウェーデンで、ある。アラビア語を使うことも多い。

(イスラームについて)

自分はジャフリーヤ派である。雲南の昭通にはジャフリーヤが多い。ジ、ヤフリーヤは教義の中で真面目に生きることの必要

性が盛り込まれているので、ジャフリーヤ出身の有名人は多い。寝つきが悪いのは商売のことでなく、人生のこととか来世のこ

ととか哲学的なことを考えているからだ。商売で首が廻らなくて眠れないのではない。小学校4年しか出ていないので、学問

や学者には非常に憧れを持っている。

4) 氏 社長。イスラーム名:イブラヒーム。 40代前半

(出身と経歴)

青海省西寧市出身である。北京のアラビア培訓班で86年、 87年、 88年と学んだ。アラビア語培訓班は 85年に北京で

設立された。中心人物は朝文成だ、った。そこでは北京大学などのアラビア語の先生を招いてアラビア語を教えていた。 85年ー

から 92年まで、あったが、その後、弾圧され閉鎖された。

この学校が全国の優秀なムスリムを育成した。私は第二期入学生で、入学生は 20人ぐらいだったが、アラビア語学習が

難しいので、卒業時は6人に減っていた。アラビア語培訓班は大学入試に失敗したような人もいたので、基礎がなかった人

もいたのが少なくなった理由で、ある。自分は 89年、 90年とここで、教鞭をとった。

その後、 90年から 94年まで、シリアの大学に留学をした。シリアで、も中退者が多かった。自分はここで学んだ中国人留

学生の中で初めての本科卒業生である。

卒業後に帰国し、内モンゴルにl年いて、その後、出国し、マレーシアに96年から 2000年までいて国際イスラーム大学

人類学院アラビア語専攻で学んだ。帰国して雲南省の玉渓で1年間教えていた。再度マレーシアにいって、マレーシア国民

大学のイスラーム研究院とし寸ところで学んだ。その時のテーマが「イスラーム思想および儒家思想の比較検討および家庭環

境にー与える影響」で、あった。この時はl学期だけ学んだ。

(事業の履歴)

2001年に帰国し、広州で会社を興し、 2005年に義烏で支社を立ち上げた。

おもな取引先はアルジ、エリア、モロツコ、チュニジアで、ある。おもに3つを取り扱う。 1)子供服、2)棉布、3)家具。利益は2，000
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万から 3，000万元/年。利潤は2.5%ぐらい。 3%だと儲けが大きい。今はあまりよくない。従業員は 15名。大卒が多く、ム

スリム以外が多い。結局、貿易は英語ができることが必須。書類も英語で書かなければならない。書類が細かいので、細心

の注意を払って書類作りをするためには、はやり学歴が必要である。

(ムスリム事業家として)

やはり、ムスリムは信仰を大事にしている。真心、誠心誠意やるというのが大切だ。編すことはない。午後6時に携帯の

電源を切り、以降仕事はしない。朝電源をいれると 20件ぐらい入っている。仕事だけが人生でない。普通の社長とは違う。

儲け追求だけでない。

青海省の人たちの間で学習会を組織している。毎月、 1日と 15日に集まって、いろいろな話、宗教の話や貿易業務に関わ

る話を学んでいる。青海のムスリム系の商社は中小企業 (20軒)なので、このようなところで、促進会を作って業務に関わる

知識を学んでいる。

また、学識が豊かで海外経験も長いので、頼まれてムスリムにイスラームについての講話をする機会が多い。

5) 氏 社長イスラーム名 フセイン・タハ・ムハンマド

若き実業家として、この地では有名である。義烏市政治協商委員に選出され、また義烏清真大寺の寺管理委員会主任で

もある。彼は寧夏でも立志伝中の英雄である。

筆者のインタビューに、郭 (2007Jを補って再構成すると以下の通りで、ある。

(出身と経歴)

1973年生まれで寧夏平羅市の農民家庭出身。その地方で、は夏は畑仕事をしているが、冬は結婚などが多くなるので、ソファ

などの兼業に励んでいた。実家はそのような副業があるので、比較的裕福だ、った。家計は父が管理していたので、どれくらい

収入があったのかは分からないが、それほど逼迫していたようには思われない。

初中卒業後、銀川の寧夏イスラーム教経学院を受けようと思ったが、イスラームの知識がいるので、近くのイスラーム学校

に行くのがいいと忠、った。それが、銀川の保伏橋アラビア語学校だ、った。そこで、勉強した後、蘭州に2年いて、それから西安

ムスリム大学(今はもうない)の寄宿舎で勉強した。同級生には先生になった人もいる。

(事業について)

衛生用品、紙おむつを作る会社で働いたこともある。そのような工場で働いた後、深却11に行った。毛生え薬を扱っている

会社でよく売れた。その後、 1年間深ガ11で、通訳をやっていた。その会社のエジ、プト人が2，3ヶ月中国にいてはエジプトlこ戻っ

たりしていた。それでは不便だというので、そのエジプト人と共同経営者となった。その時は深却11でフ。ラスチックの玩具製造を

していた。あと衣服、靴、靴下、机、電灯などを輸出していた。 2001年に義鳥に来た。

今の会社は、コンテナを一週間に 20個出す。月に 10万ド、ル扱う。一年で 120万ドルだ。口コミでイ言用が広がっている。

信用があるので、人が自分を探してで、もやってくる。従業員が40人で、殆ど回族を雇っている。すべて通訳ができる。それが

評判を呼んで、自分の事業はかつてエジプトの高級紙『アル・アアラーム』に紹介されたこともある。 2005年には「義烏先

進工作者」に選ばれた。

(今後の事業について)

寧夏の呉忠の市長が土地を安く提供すると言aっているので、イスラーム服製造工場を建てょうかと思っている。しかし、輸

送費がかかるし、部品材料は全部義烏あたりで調達するし、寧夏には染色工場がないので、儲かるかどうか分からない。儲

からなくてもいいけど損はしたくない。

(筆者の補記)

愛車はグレーのベンツ。携帯電話を二つもっていて、一つは中国語用、もう一つはアラビア語用。ものすごく流暢なアラビ

ア語を喋るが、実はアラビア語圏に行ったことも住んだことはないとし寸。地元とアラブムスリムの信頼が篤く、いつもトラブル

の処理に追われている。

6) 氏 もとアラビア語学校教師(女性)

(出身と経歴)

1969年生まれで、内モンゴ、ルの包頭近くのサラチ出身、 5)の の妻。

フフホトの市真小寺で学んだ。昔、内蒙古の回民は、数は少なかったが名声は大きかった。特にフフホトの小寺は新新教

を奉じ、規模は小さいが果たしている役割lは大きかった。それは、新新教と|日教はクルアーンの読み方の違いに由来する。旧

教のフフホト清真大寺はむしろ小寺から学んでいて、小寺から人を招いていた。小寺は男班と女班に分かれていたが、後に

一度合併をした。自分は合併したあと、 86年からその小寺で学んだ。 17歳の時である。甘粛や雲南からの同級生がいた。

自分が86年に小寺で、学んだ、時には、阿旬がすごく尊敬されていた。自分がアラビア語学校に行ったのは親戚に大阿旬が

いたからだ。そこに行ってイスラームを学ぶことによって天国に行ける、来世のことが重要であると考えたからである。ところが
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小寺があまりにも発展しすぎたので、 89年から90年にかけて政府から干渉され、アラビア語学校が閉鎖された。その後学

院の学生が20人を超えないようにした。その結果、そこで、学んだ女阿旬が外に出ざるを得なくなった。

寧夏の同心の章州に楊さん、白さん、黒阿旬などが出て内蒙古には残らなかった。

内モンゴルから三人が章州に行って、 89年に章州の西梁寺で学んだ。先生が 旬だ、った。章州に行った3人は

ず、っと章州にいて、東陽阿語学校で教える)側、 、あった。その頃、章州で、はまだ、女子教育はまっ

たく行なわれていなかった。楊さんは今でも意外|で 100人以上、 8歳から 18，9歳の女の子にイスラームを教えている。

その後、銀JIIの保伏橋アラビ、ア語学校に行って女子部で、半年教えた。この時に夫と知り合った。銀JlIから河北省の槍州に

いった。治州は回族で、もお酒を飲む人が多く、ゴルパン節(イード・ル・アドハー)で、もイスラームの教えに則らず、牛羊を屠っ

ていた。槍州、|では大楕村清真寺で8ヵ月間教えた。その後、寧夏に戻り、霊武県で3年いた。それから西安で結婚。西安

では西安営里清真寺で 1994年から 1999年まで教えた。その時に、陳西民族音像出版社『古蘭経』テープ(古蘭経選)

両セットを録音、制作した。この出版社は国家系出版社であるが、国家がクルアーンの朗読を出版したのは、私のものが唯

一である。

広東省油頭市に 1999年一2001年にいて、 2001年8月に義烏にやってきた。

(仕事について)

ず、っとアラビア語学校で教えていたが、夫の仕事が忙しかったり子どもが小さかったりしたので、広東や義烏ではしていな

かった。最近は、児童サマーキャンフ。を2005年より始めている。 2005年2月からは毎週土曜に学生に勉強させている。現

在女の子が大多数のアラビア語「学習班」を続けている。卒業した学生には雲南や寧夏呉忠のアラビア語学校で、校長となっ

ているものもいる。最近は、夫の仕事を別の事務所を使って手伝っている。

(子どもの教育にっしぺ)

子どもは長女が初中3年、長男が初中 l年。「人から学ぶということは尊しりという中国のことわざがある。子どもたちは

名門大学に受かるようだったら中国の大学へ、そうでなければ、アズハル大学へ送りたい。子どもにはアラビア語を教えてい

ない。中学では英語だけ習っているから、変な目で見られるのが怖いからだ。しかし、宗教に関する必要なアラビア語は教え

ている。

(筆者の感想)

さんは、中国イスラーム女子教育のパイオニアの一人で、ある。また、改革開放以来の移動の距離、範囲の大きさからす

れば、国外留学をしたものを除けば長い部類に属すると思われる。非常に聡明な彼女は、アラビア語と宗教知識によって、

共同体の尊敬を勝ち得てきた。彼女の後ろ姿を見ながら、女性の自立(精神的かつ経済的)をめざしたムスリム女性も多かっ

たであろう、と思う。その彼女の現在時点の終着点が義烏で、あった。今のところ、経済的に成功した年下の夫と暮らし、子

ども二人と姑との家庭を大事にしているが、「女阿笥はとても少ないので、もし夫が同意するのであればし=ろいろな所に行って

指導をしたい」ともらすところを見ると彼女もまた女性を家庭に縛る従来型の「賢妻良母」言説からは自由であると思われる。

経済的な成功は最終ゴールで、ない、というのは彼女の信念で、やはり人間完成のためのイスラーム教師というのが彼女の天

職のようだ。

Appendix 11.義烏ムスリム一般人の語り

以上は、ビジ、ネス書に載っているような絵に描いたようなサクセス・ストーリーばかり、あるいは手に汗握る冒険諒のような

ものばかりである。すべて筆者の私と共同研究者の早稲田大学の新保敦子氏が狐につままれたような気持ちで聞き取ったも

のである。

すべてのビジネスがこのように上手くいくわけで、もない。一般の「跨境」出稼ぎムスリムはどのような考えをしているのだろうか?

代表的な例をいくつか挙げたい。

1 ) ん(女性) アラビア語通訳

(出身と経歴)

1987年7月、寧夏石鴫山生まれ。初中卒後、 4年制の石嶋山のアラビア語学校で2年学ぶ。アラビア語学校を選んだ

のは自分だったが、それは父の姉の伯母の家でアラビア語を学んで、いるものが多かったからだ。もともとは学校を出たら、コン

ビュータのようなことを勉強するつもりだ、ったが、彼らと接触するうちに、自分に宗教知識が欠けていることに気づいた。だか

ら最終的にアラビア語学校に行くことを選んだ。 2年勉強した所で、ここ(義烏)の環境がいいということを聞いたので、やっ

て来た。アラビア語学校に行ったのは人生の転換点だ、った。人生で一番確かな選択だ、った。会社で通訳の仕事をしている。

もう 3年半になる。私と同じ仕事をしている人はいくらでもいるので、給料は比較的低く 2，500元。この辺りで普通3，4年仕

事すると 3，000、3，500元以上は当たり前だ。どじなので給料が上がらない。 (2，500元は悪くない、寧夏でそんないい仕事

はないのでは?との質問に)

寧夏とここでは物価が違う。ここの2，500元はあそこのし000から1，500元ぐらいに当たる。アパート代はワンルームで 1
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年4，500元。月極では受け付けず2人で、シェアしている。

仕事は'忙しい時とそうでない時の波がある。客が多いのは春節が終わってから。 3，4月は忙しい。 7，8月も忙しい。通訳と

いう仕事は楽しいこともある。客を連れて仕入れに行く時に客をサポートする一連の仕事は収穫感があるし、達成感がある。

しかし、問題に突き当たることもあって面倒なこともある。仕事後、工場が荷物を送らなかったり、荷物を客に送ったのに客

が買い取らなかったりというのは面倒だ。お互いが絡んでいるから。

客は中東の客が多い。ヨlレダFン、サウジ、イラクなんかが多い。

(彼らの貴女に対する態度はどう?変なところはない?という質問に)

彼らは一般に男の人だけど、却っていいと思う。私たちを尊重してくれる。お客さんはみないい。市場で仕入れる時にサン

ブ。ルが欲しい時なんか、ゆっくり分かりゃすく聞き取れるように話してくれる。私が聞き取れない時なんかでも辛抱強くくだい

て話してくれる。お客のため、と力をつくせば、お客も答えてくれるでしょう。だからとてもいいの。

(両親はここに来ることで心配したのでは?との質問に)

心配しなかった。従姉もここにいたから。親戚がいると世話をしてくれるとし 3うので、家の人は心配しない。従姉も通訳。寧

夏出身の女性通訳は 200から 300人はいる感じ。いや、石鴫山だけで200から 300なのだから、寧夏全体であれば700-

800かな。とても多い。だって通訳の60%は寧夏出身者だから。

(同級生はみなここに来ているの?との質問に)

そうで、もない、一部だけ。一部は家にいるし、学校で教師をしているのもいる。家庭主婦になったのもいる。石明山で結婚

しているのもいる。

(羨ましがられているのでは?との質問に)

そうかもしれない。結局出てきたのはよかった。多くのことを学ぶことができるし。

2) さん 会社事務員

(出身と経歴)

1982年生まれ 25歳雲南省昭通市出身回族

リビア人ムスリムが経営する会社の事務員で給与はひと月 1800元。

仕事を選ぶ時に、まずムスリムの会社にしようと思った。ムスリムは生活習慣がよく似ているから、便利だ、と思ったので。中

専(骨傷科学校)卒業で、専門は女性と子どもの保健だ、った。 2006年の春にやってきた。

(イスラームについて)

義烏に来る前はイスラームがこんなに素晴らしいι思いもよらなかった。漢族とあまり変わらずL知っていることもわずかで、
食べていけないものぐらいしか知らなかった。ここに来る前は精神的にからつぼだ、った。ものがみえていない状態だ、った。義

烏に来てから、いつも傍らにはムスリムの友人がいたので、彼らの生活を観察しはじめた。彼ら/彼女らはとても充実している

ように見えた。仕事は私のと大して変わらないのに、内心が非常に充実して平和だ、った。それはすばらしいと思ったが、数ヵ

月して試験があるので、故郷に帰った。もどってから、また嬉しい変化が起こった。私が心からこの信仰を求めはじめたのだ。

それからず、っと義烏にいて、ムスリムと一緒にこのような生活をして、自分が変わってきたのを覚える。

来年 (2008年)9月に一年かけてムスリムのところで勉強し自分の信仰を固めたいと思っている。それからまた生活設計を

したいと考えている。今の仕事ばかりするのでなく、事務員をしながら自分のやりたいことをしたい。勉強するには年が行き過

ぎている。理解できないという人も多い。でも我々が出稼ぎに来ている時に、彼ら/彼女らはアラビア語、英語を学んでいたのだ。

私だ、って別の方面で、もっと価値のあることをやりたい。

もともとはヴェールをかぶることはなかった。思いもよらなかった。本当の事を何も知らなかった。で、もだんだん分かつてきた。

ヴェールをかぶると人が尊重してくれる。ヴェールをかぶ、っていない時は上手くし功〉なかったことでも、ヴェールをかぶった後は

とても尊重されると感じる。これは私の感想で、考えかたを良くしてくれた義烏はとてもよい。

この9月 (2007年)にかぶり始めた。ず、っと勇気がなくてかぶれなかった。今でもアラビア語は発音が難しくてできないし。

でも心が伝われば。だって言語はコミュニケーションのl形式だし。一番大事なのは誠の心。これが一番。

Appendix 111. 義烏の宗教活動点(礼拝点)の様子

2009年 12月末の調査の折には、筆者は2か所の宗教活動点(礼拝点)を訪れることができた。以下、その様子を記す。

1 )商庖街と問屋街の近くの集合住宅の一角の一階 (2009年 12月26日午後8時)

12 x 12 メートル (144平米)ぐらいの大きさで、前に黒板と礼拝の時刻を教える時計が設置してある。もともとは庖舗
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